
～ 11月10日㈫に任期満了をむかえる天龍村長選挙は、10月20日㈫告示、10月25日㈰に投開票で執行されます ～
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第 197 号

　
５
月
26
日
㈫
に
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
規

模
を
縮
小
し
た
中
、
天
龍
小
学
校
児
童
、
下
伊
那
南
部
建
設
事
務

所
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
①
羽
衣
崎
〜
平
岡
ダ
ム
、②
国
道

4
1
8
号
清
水
橋
〜
小
学
校
、③
役
場
〜
小
学
校
の
３
区
間
で
、

道
路
周
辺
の
美
化
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
小
学
生
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
休
校
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
当
日
は
熱
心
に
活
動
し
、
集
ま
っ
た
ご
み
約
30
㎏
を
回
収
す

る
こ
と
が
で
き
、
沿
道
が
と
て
も
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

　
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
は
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
21
年

目
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
み
の
な
い
天
龍
村
の
道
が
い
つ
ま
で
も

保
た
れ
る
よ
う
に
、
改
め
て
一
人
一
人
が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

５
月
29
日
㈮
、
天
龍
み
ど
り

の
少
年
団
の
５
年
生
３
人
が
田

植
え
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
多
く
の
農
業
委
員
の

み
な
さ
ん
に
も
参
加
・
指
導
い

た
だ
き
、
無
事
に
田
植
え
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
農
業
の
プ
ロ
に
水
田

管
理
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
美
味
し
い
お
米
を
育

て
ま
す
。

今
回
植
え
た
「
風
さ
や
か
」

と
「
も
り
も
り
も
ち
」
は
、
12

月
の
お
や
す
・
し
め
な
わ
・
も

ち
つ
き
大
会
で
美
味
し
く
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

天龍村をキレイに! 拾ったゴミを分別

ご協力ありがとうございました 草むらの奥に発見

み
ん
な
で
き
れ
い
に
！
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦

みなさんのご協力により天龍村
全体で87,535円が集まりました。
この募金は地域の緑化やみどり

の少年団活動への補助、森林づく
りに還元されます。
（募金は６月22日付けで、飯伊地区緑の募
金委員会に送金しました。）

緑の募金にご協力
ありがとうございました

天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
が
田
植
え
を
し
ま
し
た
!!

天龍中学校生徒の活動「ハンガープロジェクト」が、令和元年度の全日本学校関係緑化
コンクール学校林等活動の部で最高となる農林水産大臣賞を受賞し、６月18日㈭に南信州
地域振興局の丹羽局長より伝達されました。

このコンクールは国土緑化推進機構が主催し、緑化教育、林業体験などで教育効果を上げた学校活動
が表彰され、「ハンガープロジェクト」は地域での活動の広がりなどが評価されての受賞となりました。
今回の受賞を機に、地域への感謝を胸に今後とも活動に取り組みますので、引き続き村民のみなさん
のご支援をお願いします。

2020年7月22日2020年7月22日

「農林水産大臣賞」受賞

コンクール学校林等活動の部で最高となる農林水産大臣賞を受賞し、６月コンクール学校林等活動の部で最高となる農林水産大臣賞を受賞し、６月
地域振興局の丹羽局長より伝達されました。地域振興局の丹羽局長より伝達されました。地域振興局の丹羽局長より伝達されました。

天龍
中学校

南信州地域振興局長より伝達されました

生徒一丸となって頑張ろう！みんなで記念撮影

　５月14日㈭に天龍村社会福祉協議会様より手作りマスク、５月22日㈮に興亜エレクトロニクス株式会社
様よりマスク、また６月17日㈬にはみなみ信州農業協同組合様より、手指消毒用アルコールとペーパータ
オル、生花（胡蝶蘭）をいただきました。
　この度ご提供いただきました対策用品は、当村の学校運営の感染症対策用品として大切に活用し、子ど
もの学びの確保に努めさせていただきます。ありがとうございました。

▲JA様からの物資をプールで披露（小学校）

▲興亜様からの物資を児童へ

▲興亜エレクトロニクス株式会社様ありがとうございます

◀JAみなみ信州様より中学校へ

小中学校へ各所より支援物資寄贈



○
有
限
会
社
天
龍
農
林
業
公
社

の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い

て
○
有
限
会
社
龍
泉
閣
の
経
営
状

況
の
報
告
に
つ
い
て

〇
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
議
員
の
な
り
手
不

足
解
消
へ
向
け
、
地
方
議
会
議

員
の
年
金
制
度
を
時
代
に
相
応

し
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
も
、

議
員
を
志
す
新
た
な
人
材
確
保

に
つ
な
が
っ
て
い
く
ひ
と
つ
と

考
え
、
地
方
議
会
議
員
の
厚
生

年
金
制
度
加
入
の
た
め
の
法
整

備
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
、

関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
で
す
。

○「
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日

本
政
府
の
署
名
・
調
印
と
批

准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
」

に
関
す
る
陳
情
書
に
つ
い
て

　
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
、
関

係
大
臣
等
へ
意
見
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

上
定
め
る
必
要
が
あ
り
、
内
容

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
下
伊
那
南
部
総
合
事
務
組
合

規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規

約
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
南
部
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
さ
く
ら
の
運
営
が

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
県
立

阿
南
病
院
へ
移
管
し
た
た
め
、

下
伊
那
南
部
総
合
事
務
組
合
で

事
務
処
理
を
行
う
必
要
が
な
く

な
っ
た
こ
と
で
規
約
の
内
容
を

改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、

応
募
の
あ
り
ま
し
た
次
の
候
補

者
11
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　
宮
澤
　
悟
（
西
原
区
）

　
遠
山
直
代
（
西
原
区
）

　
村
松
克
一
（
向
方
区
）

　
柿
下
忠
雄
（
中
井
侍
区
）

　
大
平
宮
正
（
松
島
区
）

　
宮
澤
敏
仁
（
東
原
A
区
）

　
熊
谷
忠
則
（
下
山
区
）

　
佐
々
木
裕
子
（
戸
口
区
）

　
村
松
民
雄
（
梨
畑
区
）

　
遠
山
福
景
（
大
河
内
区
）

　
大
杉
廷
臣
（
坂
部
区
）

任
期
　
令
和
２
年
７
月
20
日
か
ら

令
和
５
年
７
月
19
日
ま
で

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
11

日
㈭
に
開
会
し
、
23
日
㈫
ま
で

の
13
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
納
税
者
な

ど
へ
の
影
響
の
緩
和
を
図
る
た

め
、個
人
住
民
税
、固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
に
係
る
特
例

措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
各

種
税
の
減
収
を
補
填
す
る
措
置

な
ど
を
講
ず
る
内
容
に
改
正
し

た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
算
定
要
素
で
あ
る
資
産
割
を

廃
止
し
、他
の
所
得
割
、均
等
割
、

平
等
割
の
税
率
で
調
整
す
る
も

の
で
、
医
療
分
に
つ
い
て
は
資

産
割
を
廃
止
し
た
う
え
で
、
所

得
割
３
・
８
％
を
４
・
０
％
に
、

均
等
割
１
万
４
千
円
を
１
万
５

千
円
に
、
平
等
割
２
万
１
千
円

　
第
１
回
臨
時
会
は
、
５
月
１

日
㈮
に
開
催
し
、
左
記
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

○「
令
和
元
年
度
辺
地
対
策
事

業
お
き
よ
め
の
湯
増
改
築
整

備
工
事
」
請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て
（
専
決
第
１
号
）

　
内
容
は
、
請
負
契
約
の
変
更

を
行
っ
た
も
の
で
、
主
な
変
更

点
は
、
既
存
建
物
の
基
礎
部
分

の
解
体
撤
去
、
浴
槽
縁
石
及
び

排
水
溝
改
善
に
伴
う
計
画
の
変

更
、
厨
房
内
部
の
改
修
な
ど
で

す
。

　
な
お
、
変
更
後
の
請
負
金
額

は
、
1
億
４
，
２
９
５
万
６
千

円
で
す
。

○
天
龍
村
税
条
例
な
ど
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
専
決
第
２
号
）

　
内
容
は
、
個
人
住
民
税
の
ひ

と
り
親
に
対
す
る
税
制
上
の
措

置
と
し
て
、
未
婚
の
ひ
と
り
親

に
対
す
る
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除

の
適
用
、
住
民
税
の
人
的
非
課

税
措
置
の
適
用
な
ど
の
改
正
、

地
方
法
人
税
の
電
気
供
給
業
に

係
る
課
税
方
式
な
ど
の
見
直
し
、

資
産
税
に
関
し
所
有
者
不
明
土

地
な
ど
に
対
し
現
所
有
者
に
対

す
る
申
告
の
制
度
化
、
現
使
用

者
を
所
有
者
と
み
な
す
制
度
の

拡
大
、
新
築
住
宅
な
ど
に
係
る

固
定
資
産
税
減
額
措
置
に
関
す

る
特
例
期
間
の
２
年
間
延
長
な

ど
の
改
正
条
文
の
整
備
を
し
た

も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
（
専
決
第
３
号
）

　
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
と
、

低
所
得
者
に
対
す
る
５
割
軽
減

及
び
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る

世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
の
引
き

上
げ
な
ど
、
条
文
の
整
備
を
し

た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
（
専
決

第
４
号
）

　
内
容
は
、
国
で
定
め
た
基
準

政
令
に
よ
り
、
消
防
団
員
な
ど

の
損
害
補
償
に
係
る
補
償
基
礎

額
の
引
き
上
げ
と
、
障
害
補
償

年
金
前
払
一
時
金
な
ど
が
支
給

さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
、
障
害

補
償
年
金
な
ど
の
支
給
停
止
期

間
な
ど
の
算
定
に
用
い
る
利
率

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
よ
り
、
条

文
の
整
備
を
し
た
も
の
で
す
。

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
行
政
手
続
き
に
お

け
る
情
報
通
信
技
術
の
利
用
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
な
ど
に
関
す
る
法
律

へ
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う

関
係
条
文
の
整
備
を
し
た
も
の

で
す
。

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
２
年
度
へ
繰

り
越
す
事
業
や
予
算
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
事
故
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
30
年
林
業
施

設
災
害
復
旧
事
業
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
中
に
増
破
に
よ
り

工
法
変
更
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

年
度
内
の
事
業
完
了
に
は
至
ら

ず
令
和
２
年
度
へ
繰
り
越
す
予

算
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
き
議
会
に
報
告
し

た
も
の
で
す
。

○
令
和
元
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）（
専

決
第
５
号
）

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）（
専
決
第
６
号
）

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）（
専
決
第
７
号
）

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）（
専
決
第
８
号
）

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）（
専
決
第
９
号
）

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）（
専
決

第
10
号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

（３）広報　天　　龍 2020年７月22日 広報　天　　龍（２）2020年７月22日

承
認
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

報
　
　
　
　告

意

　見
　書

報
　
　
　告

予
　
　
　算

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❶
回

可
決
さ
れ
た
案
件

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❷
回

を
２
万
２
千
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
、
後
期
高
齢
者
支
援

分
で
は
資
産
割
を
廃
止
し
た
う

え
で
、
所
得
割
１
・
８
％
を
１
・

９
％
に
、
均
等
割
７
千
円
を
８

千
円
に
引
き
上
げ
、
介
護
分
に

お
い
て
も
資
産
割
を
廃
止
し
、

所
得
割
２
・
０
％
を
２
・
１
％
に
、

引
き
上
げ
る
な
ど
の
内
容
に
改

正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
被
用

者
に
対
し
、「
傷
病
手
当
金
」

を
支
給
で
き
る
よ
う
、
新
た
に

「
傷
病
手
当
金
」
の
額
の
算
定

方
法
や
支
給
期
間
な
ど
の
諸
規

定
を
追
加
す
る
も
の
で
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
労
働
者
が
感
染

し
た
場
合
に
、
休
み
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
内
容
に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
令
和
元
年
10
月
か

ら
の
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上

げ
に
伴
い
低
所
得
者
層
に
お
け

る
保
険
料
の
軽
減
賦
課
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
令
和
元
年
度
に

お
い
て
は
、
完
全
実
施
ま
で
の

２
分
の
１
の
減
額
幅
の
基
準
を

定
め
た
実
施
と
な
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
消

費
税
率
10
％
の
引
上
げ
が
満
年

度
化
と
な
る
た
め
、
保
険
料
軽

減
を
完
全
実
施
す
る
も
の
で
、

保
険
料
を
定
め
る
低
所
得
者
段

階
の
第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階

ま
で
の
各
段
階
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
軽
減
額
の
引
上
げ
を
行
う

内
容
に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
長
野
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
と

し
て
、「
傷
病
手
当
金
」
が
新

た
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

天
龍
村
で
行
う
事
務
に「
傷
病
手

当
金
の
申
請
受
付
」
を
追
加
す

る
内
容
に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
一
般
に
民
営
事
業

体
等
の
「
特
定
地
域
型
保
育
事

業
者
」
に
お
い
て
、
３
歳
未
満

の
保
育
認
定
子
ど
も
の
保
育
が

終
了
す
る
際
に
、
関
係
す
る
認

定
保
護
者
の
希
望
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
保
育
の
提
供
が
で
き

る
要
件
と
し
て
、
地
域
の
公
的

か
つ
基
幹
的
な
認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
、
ま
た
は
保
育
所
と
の

連
携
を
図
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
免

除
す
る
要
件
を
追
加
し
、
緩
和

措
置
を
図
る
こ
と
で
保
育
施
設

の
確
保
を
し
や
す
く
す
る
内
容

に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
３
歳
未
満
児
を
対

象
と
し
た
小
規
模
の
公
営
、
ま

た
は
民
間
事
業
者
で
あ
る
「
家

庭
的
保
育
事
業
者
等
」
に
お
い

て
、
児
童
の
保
育
が
終
了
し
た

後
も
教
育
又
は
保
育
が
継
続
的

に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の

公
的
か
つ
基
幹
的
な
保
育
所
、

幼
稚
園
、
ま
た
は
認
定
こ
ど
も

園
を
連
携
施
設
と
し
て
確
保
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
必
要

に
応
じ
て
連
携
協
力
を
受
け
る

た
め
の
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
連
携
協
力
を
行
う
者

を
確
保
す
る
際
の
要
件
や
、
連

携
施
設
の
確
保
を
免
除
す
る
場

合
の
要
件
等
改
め
て
規
定
す
る

こ
と
で
、
保
育
環
境
の
整
備
を

図
る
も
の
で
す
。
な
お
、
家
庭

的
保
育
事
業
者
等
は
、
現
在
村

内
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
制
度

請
願
・
陳
情
・
要
請

令和元年度　補正予算
計

26億4,863万円

1億5,139万円

6,314万円

5,002万円

2億6,734万円

3,035万円

補正額

6,940万円

△844万円

△1,282万円

△53万円

△4,381万円

2万円

会    計    名

一　　 般（第６号）専決

国民健康保険（第５号）専決

村営水道（第５号）専決

村営下水道事業（第４号）専決

介護保険（第５号）専決

後期高齢者医療保険（第２号）専決

補正前の額

25億7,923万円

1億5,983万円

7,596万円

5,055万円

3億1,115万円

3,033万円



○
有
限
会
社
天
龍
農
林
業
公
社

の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い

て
○
有
限
会
社
龍
泉
閣
の
経
営
状

況
の
報
告
に
つ
い
て

〇
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
議
員
の
な
り
手
不

足
解
消
へ
向
け
、
地
方
議
会
議

員
の
年
金
制
度
を
時
代
に
相
応

し
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
も
、

議
員
を
志
す
新
た
な
人
材
確
保

に
つ
な
が
っ
て
い
く
ひ
と
つ
と

考
え
、
地
方
議
会
議
員
の
厚
生

年
金
制
度
加
入
の
た
め
の
法
整

備
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
、

関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
で
す
。

○「
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日

本
政
府
の
署
名
・
調
印
と
批

准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
」

に
関
す
る
陳
情
書
に
つ
い
て

　
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
、
関

係
大
臣
等
へ
意
見
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

上
定
め
る
必
要
が
あ
り
、
内
容

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
下
伊
那
南
部
総
合
事
務
組
合

規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規

約
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
南
部
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
さ
く
ら
の
運
営
が

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
県
立

阿
南
病
院
へ
移
管
し
た
た
め
、

下
伊
那
南
部
総
合
事
務
組
合
で

事
務
処
理
を
行
う
必
要
が
な
く

な
っ
た
こ
と
で
規
約
の
内
容
を

改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、

応
募
の
あ
り
ま
し
た
次
の
候
補

者
11
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　
宮
澤
　
悟
（
西
原
区
）

　
遠
山
直
代
（
西
原
区
）

　
村
松
克
一
（
向
方
区
）

　
柿
下
忠
雄
（
中
井
侍
区
）

　
大
平
宮
正
（
松
島
区
）

　
宮
澤
敏
仁
（
東
原
A
区
）

　
熊
谷
忠
則
（
下
山
区
）

　
佐
々
木
裕
子
（
戸
口
区
）

　
村
松
民
雄
（
梨
畑
区
）

　
遠
山
福
景
（
大
河
内
区
）

　
大
杉
廷
臣
（
坂
部
区
）

任
期
　
令
和
２
年
７
月
20
日
か
ら

令
和
５
年
７
月
19
日
ま
で

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
11

日
㈭
に
開
会
し
、
23
日
㈫
ま
で

の
13
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
納
税
者
な

ど
へ
の
影
響
の
緩
和
を
図
る
た

め
、個
人
住
民
税
、固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
に
係
る
特
例

措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
各

種
税
の
減
収
を
補
填
す
る
措
置

な
ど
を
講
ず
る
内
容
に
改
正
し

た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
算
定
要
素
で
あ
る
資
産
割
を

廃
止
し
、他
の
所
得
割
、均
等
割
、

平
等
割
の
税
率
で
調
整
す
る
も

の
で
、
医
療
分
に
つ
い
て
は
資

産
割
を
廃
止
し
た
う
え
で
、
所

得
割
３
・
８
％
を
４
・
０
％
に
、

均
等
割
１
万
４
千
円
を
１
万
５

千
円
に
、
平
等
割
２
万
１
千
円

　
第
１
回
臨
時
会
は
、
５
月
１

日
㈮
に
開
催
し
、
左
記
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

○「
令
和
元
年
度
辺
地
対
策
事

業
お
き
よ
め
の
湯
増
改
築
整

備
工
事
」
請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て
（
専
決
第
１
号
）

　
内
容
は
、
請
負
契
約
の
変
更

を
行
っ
た
も
の
で
、
主
な
変
更

点
は
、
既
存
建
物
の
基
礎
部
分

の
解
体
撤
去
、
浴
槽
縁
石
及
び

排
水
溝
改
善
に
伴
う
計
画
の
変

更
、
厨
房
内
部
の
改
修
な
ど
で

す
。

　
な
お
、
変
更
後
の
請
負
金
額

は
、
1
億
４
，
２
９
５
万
６
千

円
で
す
。

○
天
龍
村
税
条
例
な
ど
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
専
決
第
２
号
）

　
内
容
は
、
個
人
住
民
税
の
ひ

と
り
親
に
対
す
る
税
制
上
の
措

置
と
し
て
、
未
婚
の
ひ
と
り
親

に
対
す
る
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除

の
適
用
、
住
民
税
の
人
的
非
課

税
措
置
の
適
用
な
ど
の
改
正
、

地
方
法
人
税
の
電
気
供
給
業
に

係
る
課
税
方
式
な
ど
の
見
直
し
、

資
産
税
に
関
し
所
有
者
不
明
土

地
な
ど
に
対
し
現
所
有
者
に
対

す
る
申
告
の
制
度
化
、
現
使
用

者
を
所
有
者
と
み
な
す
制
度
の

拡
大
、
新
築
住
宅
な
ど
に
係
る

固
定
資
産
税
減
額
措
置
に
関
す

る
特
例
期
間
の
２
年
間
延
長
な

ど
の
改
正
条
文
の
整
備
を
し
た

も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
（
専
決
第
３
号
）

　
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
と
、

低
所
得
者
に
対
す
る
５
割
軽
減

及
び
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る

世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
の
引
き

上
げ
な
ど
、
条
文
の
整
備
を
し

た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
（
専
決

第
４
号
）

　
内
容
は
、
国
で
定
め
た
基
準

政
令
に
よ
り
、
消
防
団
員
な
ど

の
損
害
補
償
に
係
る
補
償
基
礎

額
の
引
き
上
げ
と
、
障
害
補
償

年
金
前
払
一
時
金
な
ど
が
支
給

さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
、
障
害

補
償
年
金
な
ど
の
支
給
停
止
期

間
な
ど
の
算
定
に
用
い
る
利
率

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
よ
り
、
条

文
の
整
備
を
し
た
も
の
で
す
。

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
行
政
手
続
き
に
お

け
る
情
報
通
信
技
術
の
利
用
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
な
ど
に
関
す
る
法
律

へ
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う

関
係
条
文
の
整
備
を
し
た
も
の

で
す
。

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
２
年
度
へ
繰

り
越
す
事
業
や
予
算
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
事
故
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
30
年
林
業
施

設
災
害
復
旧
事
業
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
中
に
増
破
に
よ
り

工
法
変
更
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

年
度
内
の
事
業
完
了
に
は
至
ら

ず
令
和
２
年
度
へ
繰
り
越
す
予

算
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
き
議
会
に
報
告
し

た
も
の
で
す
。

○
令
和
元
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）（
専

決
第
５
号
）

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）（
専
決
第
６
号
）

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）（
専
決
第
７
号
）

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）（
専
決
第
８
号
）

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）（
専
決
第
９
号
）

〇
令
和
元
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）（
専
決

第
10
号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

（３）広報　天　　龍 2020年７月22日 広報　天　　龍（２）2020年７月22日

承
認
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

報
　
　
　
　告

意

　見
　書

報
　
　
　告

予
　
　
　算

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❶
回

可
決
さ
れ
た
案
件

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❷
回

を
２
万
２
千
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
、
後
期
高
齢
者
支
援

分
で
は
資
産
割
を
廃
止
し
た
う

え
で
、
所
得
割
１
・
８
％
を
１
・

９
％
に
、
均
等
割
７
千
円
を
８

千
円
に
引
き
上
げ
、
介
護
分
に

お
い
て
も
資
産
割
を
廃
止
し
、

所
得
割
２
・
０
％
を
２
・
１
％
に
、

引
き
上
げ
る
な
ど
の
内
容
に
改

正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
被
用

者
に
対
し
、「
傷
病
手
当
金
」

を
支
給
で
き
る
よ
う
、
新
た
に

「
傷
病
手
当
金
」
の
額
の
算
定

方
法
や
支
給
期
間
な
ど
の
諸
規

定
を
追
加
す
る
も
の
で
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
労
働
者
が
感
染

し
た
場
合
に
、
休
み
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
内
容
に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
令
和
元
年
10
月
か

ら
の
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上

げ
に
伴
い
低
所
得
者
層
に
お
け

る
保
険
料
の
軽
減
賦
課
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
令
和
元
年
度
に

お
い
て
は
、
完
全
実
施
ま
で
の

２
分
の
１
の
減
額
幅
の
基
準
を

定
め
た
実
施
と
な
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
消

費
税
率
10
％
の
引
上
げ
が
満
年

度
化
と
な
る
た
め
、
保
険
料
軽

減
を
完
全
実
施
す
る
も
の
で
、

保
険
料
を
定
め
る
低
所
得
者
段

階
の
第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階

ま
で
の
各
段
階
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
軽
減
額
の
引
上
げ
を
行
う

内
容
に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
長
野
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
と

し
て
、「
傷
病
手
当
金
」
が
新

た
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

天
龍
村
で
行
う
事
務
に「
傷
病
手

当
金
の
申
請
受
付
」
を
追
加
す

る
内
容
に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
一
般
に
民
営
事
業

体
等
の
「
特
定
地
域
型
保
育
事

業
者
」
に
お
い
て
、
３
歳
未
満

の
保
育
認
定
子
ど
も
の
保
育
が

終
了
す
る
際
に
、
関
係
す
る
認

定
保
護
者
の
希
望
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
保
育
の
提
供
が
で
き

る
要
件
と
し
て
、
地
域
の
公
的

か
つ
基
幹
的
な
認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
、
ま
た
は
保
育
所
と
の

連
携
を
図
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
免

除
す
る
要
件
を
追
加
し
、
緩
和

措
置
を
図
る
こ
と
で
保
育
施
設

の
確
保
を
し
や
す
く
す
る
内
容

に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
３
歳
未
満
児
を
対

象
と
し
た
小
規
模
の
公
営
、
ま

た
は
民
間
事
業
者
で
あ
る
「
家

庭
的
保
育
事
業
者
等
」
に
お
い

て
、
児
童
の
保
育
が
終
了
し
た

後
も
教
育
又
は
保
育
が
継
続
的

に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の

公
的
か
つ
基
幹
的
な
保
育
所
、

幼
稚
園
、
ま
た
は
認
定
こ
ど
も

園
を
連
携
施
設
と
し
て
確
保
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
必
要

に
応
じ
て
連
携
協
力
を
受
け
る

た
め
の
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
連
携
協
力
を
行
う
者

を
確
保
す
る
際
の
要
件
や
、
連

携
施
設
の
確
保
を
免
除
す
る
場

合
の
要
件
等
改
め
て
規
定
す
る

こ
と
で
、
保
育
環
境
の
整
備
を

図
る
も
の
で
す
。
な
お
、
家
庭

的
保
育
事
業
者
等
は
、
現
在
村

内
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
制
度

請
願
・
陳
情
・
要
請

令和元年度　補正予算
計

26億4,863万円

1億5,139万円

6,314万円

5,002万円

2億6,734万円

3,035万円

補正額

6,940万円

△844万円

△1,282万円

△53万円

△4,381万円

2万円

会    計    名

一　　 般（第６号）専決

国民健康保険（第５号）専決

村営水道（第５号）専決

村営下水道事業（第４号）専決

介護保険（第５号）専決

後期高齢者医療保険（第２号）専決

補正前の額

25億7,923万円

1億5,983万円

7,596万円

5,055万円

3億1,115万円

3,033万円



て
お
り
、役
場
会
議
室
に
て
同

事
務
所
の
職
員
か
ら
、今
年
度

の
天
龍
村
に
係
る
県
事
業
の
説

明
を
受
け
た
後
、意
見
交
換
と

要
望
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

現
場
視
察
で
は
、国
道
4
1
8

号
天
竜
川
橋
、的
瀬
地
籍
の
崩

落
現
場
、新
野
川
島
間
の
道
路

改
良
事
業
、（
主
）飯
田
富
山
佐

久
間
線
に
関
す
る
事
業
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
懇
親
会

は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、下

伊
那
南
部
建
設
事
務
所
と
村
、

議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、国
県

道
の
安
全
対
策
と
早
期
改
良
に

向
け
、お
互
い
協
力
し
あ
う
こ

と
を
確
認
し
閉
会
と
い
た
し
ま

し
た
。

　
６
月
11
日
㈭
に
下
伊
那
南
部

建
設
事
務
所
と
村
議
会
議
員
、

村
職
員
と
の
行
政
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、同
事
務
所
職
員
５
名

と
、村
議
会
議
員
８
名
及
び
村

長
ほ
か
村
職
員
５
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
は
毎
年
実
施
し

（11）広 報　天　　龍 2020年７月22日 広報　天　　龍（４）2020年７月22日

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て
（
専
決
第
11
号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

〇
令
和
２
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
板
倉
幸
正
議
員

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
、
熱
中
症
に
関
す
る
村
、

教
育
長
の
考
え
方
と
対
応
に

つ
い
て

○
後
藤
知
久
議
員

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

対
応
に
つ
い
て

二
、
農
地
荒
廃
化
防
止
事
業
交

付
金
に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
買
物
弱
者
対
策
と
し
て
の

ご
用
聞
き
事
業
に
つ
い
て

二
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
事
業
に
つ
い
て

三
、
今
後
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

○
今
村
久
雄
議
員

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
は
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
下
に
あ
る

が
、
県
外
か
ら
車
や
バ
イ
ク

等
で
の
来
村
者
は
日
毎
に
増

え
て
い
る
。
来
村
者
へ
の
対

応
を
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、

に
つ
い
て

二
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
小
・
中

学
校
に
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の

為
の
設
備
導
入
を
す
る
事
に

つ
い
て

三
、「
地
元
店
舗
応
援
券
」
の

発
行
事
業
は
新
生
活
様
式
の

推
進
と
共
に
、
当
村
の
よ
う

な
小
さ
な
経
済
圏
で
は
大
き

な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る

の
で
第
２
弾
を
実
施
す
る
べ

き
で
は
な
い
か

○
村
松
小
司
郎
議
員

一
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

避
難
時
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
予
防
対
策
に
つ
い
て

○
村
松
克
一
議
員

一
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
経
済
と

陳
情
な
ど
の
あ
り
方
、
新
様

式
へ
の
変
革
に
つ
い
て

予
　
　
　
　
　算

一
　般
　質
　問

令和２年度　補　正　予　算

県事業の説明を受ける議員と村関係者

本
年
３
月
28
日
㈯
に
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
、南
中
区
の
故
大

平
巖
氏
に
、位
記（
従
六
位
）が

授
与
さ
れ
、６
月
12
日
㈮
に
永

嶺
村
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

故
大
平
氏
は
、平
成
16
年
11

月
か
ら
平
成
28
年
11
月
ま
で
３

期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
、天

龍
村
長
を
務
め
ら
れ
、村
の
財

政
再
建
に
取
組
な
が
ら
、ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
龍
泉
閣
や

天
龍
温
泉
お
き
よ
め
の
湯
を
中

心
と
し
た
観
光
施
策
の
推
進
、

天
龍
保
育
所
や
お
き
よ
め
の
湯

の
建
替
工
事
な
ど
、数
多
く
の

事
業
を
手
掛
け
ら
れ
村
の
発
展

に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
地
方
自
治
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、今
回
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

村長より伝達された故 大平巖さん叙位

コ
ロ
ナ
禍
、
小
・
中

学
校
に
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の

為
の
設
備
導
入
を
す
る
事
に

三
、「
地
元
店
舗
応
援
券
」
の

発
行
事
業
は
新
生
活
様
式
の

本
年
３
月
28
日
㈯
に
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
、南
中
区
の
故
大

故
大
平
巖
氏
に
叙
位

　
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
は
、

密
閉
・
密
集
・
密
接
を
避
け
る
事

と
、十
分
な
手
洗
い
や
マ
ス
ク

の
着
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
守
る
事
を
前
提
に
、

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
の

維
持
・
強
化
を
意
識
さ
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
マ
ス
コ

ミ
や
S
N
S
の
デ
マ
な
ど
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、適
切
な

情
報
を
も
と
に
生
活
す
る
事
が
大

切
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
野
村
管
理
栄
養
士
に
、

食
事
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　
ウ
イ
ル
ス
に
抵
抗
す
る
力
を

「
免
疫
」と
い
い
、食
事
、睡
眠
、運

動
に
よ
り
維
持
・
向
上
が
可
能
で

す
。
中
で
も
重
要
な
の
は「
食
事

（
栄
養
）」で
す
。
近
年
の
研
究
で

免
疫
機
能
は
、多
様
な
栄
養
成
分

が
複
雑
な
代
謝
の
な
か
で
形
成
さ

れ
、多
く
の
種
類
・
栄
養
素
が
い
ろ

ん
な
形
で
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

食
事
か
ら
摂
る
多
く
の
成
分
が
総

合
的
に
作
用
し
な
が
ら
、様
々
な

ウ
イ
ル
ス
や
病
原
体
と
戦
い
健
康

を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、免
疫
機
能

保
健
師
だ
よ
り

『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
』

『
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
』

時
代
を
上
手
に

　
　
　生
き
抜
く

食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
』

『
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
』

時
代
を
上
手
に

　
　
　生
き
抜
く

食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
』

『
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
』

時
代
を
上
手
に

　
　
　生
き
抜
く

食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

の
維
持
・
向
上
に
は
、あ
る
特
定
の

栄
養
素
や
食
品
に
偏
る
の
で
は
な

く
、い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
摂
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
ま
ず
は
、毎
日
の
食
事
に
主
食
・

主
菜
・
副
菜
を
揃
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
基
本
は
ご
飯
や
パ
ン
な

ど
の
炭
水
化
物
と
た
ん
ぱ
く
質
、

野
菜
、海
藻
、き
の
こ
で
す
。
こ
れ

ら
が
揃
え
ば
、麺
類
・
丼
物
の
一
品

で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
、一
日
に
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆

製
品
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
源
を
摂

れ
た
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
高
齢
者
は
筋
肉
の
維
持
・
細
胞

の
再
構
成
の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、

免
疫
機
能
の
維
持
に
も
必
要
な
栄

養
素
で
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
類
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
中
で
も

緑
黄
色
野
菜
・
果
物
を
多
め
に
食

べ
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。
日
々

の
料
理
に
彩
り
を
添
え
る
よ
う

に
意
識
す
れ
ば
、自
然
と
い
ろ
い

ろ
な
ビ
タ
ミ
ン
を
摂
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
最
後
に
、日
々
の
食
事
の
過
不

足
は
体
重
測
定
を
す
る
事
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

（
栄
養
相
談
の
お
知
ら
せ
）

　
今
年
度
、野
村
管
理
栄
養
士
が

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、食

事
や
栄
養
の
相
談
に
お
答
え
し

ま
す
。
す
ぐ
に
使
え
る
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
住
民
課
保
健

師
☎
32
-1
0
2
1
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
認
知
症
予
防
と
交
流
の
た
め
、

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

○
次
回
の
開
催
予
定
日

　
令
和
２
年
　
８
月
25
日
㈫

※
毎
月
の
第
４
火
曜
日
に
開
催

予
定（
日
程
変
更
有
）

○
開
催
時
間

　
午
後
１
時
半
〜
３
時

下
伊
那
南
部
建
設

事
務
所
と
の

行
政
交
流
会

○
開
催
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
階
　
機
能
訓
練
室

　（
天
龍
村
役
場
横
）

○
参
加
費
　
　
　
1
0
0
円

○
希
望
者
は
送
迎
可

　（
事
前
に
ご
相
談
下
さ
い
）

　
認
知
症
の
予
防
を
し
た
い
方
、

介
護
の
相
談
を
し
た
い
方
、誰

で
も
大
歓
迎
で
す
。
申
し
込
み

な
し
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
お
い
し
い
お
茶
と
お
菓
子
を

準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
開
催
す
る
曜
日
と
会
場
が
昨
年
度

か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し

い
内
容
は
、住
民
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
32
―
１
０
２

１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

オレンジカフェでの作品

認
知
症
予
防

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

計

22億5,727万円

22億8,802万円

22億9,891万円

1億5,189万円

6,690万円

4,984万円

補正額

1億4,327万円

3,075万円

1,089万円

2万円

257万円

153万円

会    計    名

一　　 般（第１号）　　

一　　 般（第２号）専決

一　　 般（第３号）　　

国民健康保険（第１号）

村　営　水　道（第１号）

村営下水道事業（第１号）

補正前の額

21億1,400万円

22億5,727万円

22億8,802万円

1億5,187万円

6,433万円

4,831万円

利息分※

①福祉に関
する事業

②子育て支
援、学校
教育に関
する事業

③自然環境、
農林業の
振興に関
する事業

④観光に関
する事業

⑤文化･生涯
学 習 ･ ス
ポーツに関
する事業

⑥その他に
関する事
業

使途コース別の寄付金額

寄附金
総　額

基
　
　
　
金

前年度末基金総額⒜

再　　掲 活 用 さ せ て い た だ い た 寄 附 金

令和元年度
寄　附　金

20,722,000 3,845,000 4,167,000 5,238,000 959,000 655,000 5,858,000

26,920,000 11,249 3,068,001 7,234,000 5,990,000 1,616,500 718,500 8,281,750

20,722,000 3,845,000 4,167,000 5,238,000 959,000 655,000 5,858,000

1,000 1,000

4,880,000 2,670,000 1,210,000 1,000,000

42,763,000 12,249 4,243,001 10,191,000 11,228,000 2,575,500 1,373,500 13,139,750

4,880,000

寄附金積立金⒝

運用利子積立金⒞

活用させて頂いた金額
（取り崩し金額）⒟　　
差し引き残額　
⒜＋⒝＋⒞－⒟

※一般財源による加算分も含みます。

　令和元年度の寄附金総額は2,072万2千円、寄附者総数1,307名でした。使途運用状況は下記のとおりです。
　寄附者の方々のご厚意にお応えできるよう基金に積み立て保管しています。基金から得た利息につきま
しても積み立てをし、年度末基金総額は4,276万3千円となっています。
　本年度は、小・中学生への入学祝金事業、小中学校給食費の補助事業、インフルエンザ予防接種補助事業、ICTタブレッ
ト使用料、ハンガープロジェクト消耗品、奨学金基金（龍蛇山澤基金）にみなさんからいただいたふるさと寄附金488万円
を財源として活用させていただきました。

令和元年度
千円、寄附者総数 名でした。使途運用状況は下記のとおりです。

「ふるさと寄附金」運用状況

令和２年３月31日現在

（単位：円）



段　階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階
（基準額）

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

変更

◯

◯

◯

（５）広 報　天　　龍 2020年７月22日 広 報　天　　龍（10）2020年７月22日

※村補助金について ～村民のみなさまへのお願い～
　令和元年度、村では龍泉閣に対して1,600万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記表でご確認いただいたとおり、令和元年度は当期純利益が△63万円となっており、
実際には（村からの1,600万円の補助金を除くと）損失が1,663万円発生し、依然として厳しい経営が続いています。こうした状況のなか、龍泉
閣の経営を維持していくためには、多額の補助が必要であり、加えて累積損失（令和元年度末現在で1,564万円）の早期解消のためには、更な
る補助や経営改善が必要との考えから、令和元年度についても村から1,600万円の補助金を出しています。
　村にとって、1,600万円の補助金を出すことは大変なことですが、現在の龍泉閣は、村民の飲食・交流の場、憩いの場のみならず、就労や農
産加工品販売の場となっていて、天龍村に欠かせない施設となっており、村としてはやむを得ない支出と考えています。
　村民の皆さまにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、今後も龍泉閣を積極的に
ご利用いただき、経営向上にご協力くださいますようお願いします。

　令和元年度は、宿泊温泉部門の売上が伸びましたが、飲食宴会部門の売上が伸び悩んだため、
売上収入は5,316万円となりました。売上原価や費用などを差し引いて、村からの補助金などを加
えた最終的な当期純利益は△63万円となっています。
　令和２年度に入ってからは新型コロナウイルスの影響により売上が大幅に減少するなど、非常に
厳しい状況が続いています。引き続き経費については無駄を省き、更なる経費削減に努めてまいり
ますので、今後とも積極的に龍泉閣をご利用いただきますようお願いします。

㈲龍泉閣　令和元年度の経営状況を公表します
○収支報告 （単位：万円）

○入浴利用者 （単位：人）

○施設利用者 （単位：人）

（単位：人）○役職員数の状況

○施設利用状況 （単位：人）
区　分

宿 泊 者
宴 会 利 用 者
レストラン利用者
ラウンジ利用者（組）

計

平成30年度
2,737
1,695
10,703
898

16,033

令和元年度
3,100
1,167
8,816
618

13,701

増　減
363

△ 528
△ 1,887
△ 280
△ 2,332

区　分
一 般 利 用 者
村 民 保 養 券

計

平成30年度
11,023
1,835
12,858

令和元年度
10,146
1,575
11,721

増　減
△ 877
△ 260
△ 1,137

区　分
取 締 役
社 員

計

平成30年度
6
11
17

令和元年度
6
14
20

増　減
0
3
3

合　　　計
平成30年度

28,891
令和元年度

25,422
増　減
△ 3,469

区　分
あ け び

栗
か り ん

茶
小 梅
中 梅
ゆ ず
ビバパプリコット
て い ざ な す
雑 穀
育 苗
水 稲
そ の 他 野 菜

計

平成30年度
36
0
0
54
1
1

130
5
24
0
0

147
132
530

令和元年度
36
0
0
56
1
1

128
5
24
0
0

147
132
530

増　減
0
0
0
2
0
0

△ 2
0
0
0
0
0
0
0

区　　分

〈収　入〉
一般受託収入
生産品販売収入
農作業受託収入
商 品 売 上

計
〈費　用〉

人 件 費
（率）

経 費
（率）
計

営 業 利 益
営 業 外 収 入
村 補 助 金

計
支払利息、雑損失等
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
法 人 税 等
当 期 利 益
累 計 利 益

平成30年度
決　算

584
431
357
2,043
3,415

1,869
34.9 
3,481
65.1 
5,350

△ 1,935
57

1,966
2,023
15
73
0
0
13
60
△ 4

令和元年度
決　算

389
365
172
0
926

993
68.3 
460
31.7 
1,453
△ 527
12

1,138
1,150
0
197
0
0
51
146
142

差引増減

△ 195
△ 66
△ 185
△ 2,043
△ 2,489

△ 876

△ 3,021

△ 3,897
1,408
△ 45
△ 828
△ 873
△ 15
124
0
0
38
86
146

㈲天龍農林業公社  令和元年度の経営状況を公表します
○収支報告 （単位：万円）

（単位：人）○役職員数の状況
区　分

取 締 役
社 員
（臨時労務員 参考）

計

平成30年度
4
1

(31)
5

令和元年度
3
1

(31)
4

増　減
△ 1
0
0

△ 1
※役職員数は社長を除く。また臨時労務員は参考です。

○事業報告
１.利用契約農地（耕地面積） （単位：ａ）

区　分
田
畑
計

平成30年度
147
452
599

令和元年度
147
441
588

増　減
0

△ 11
△ 11

（単位：ａ）２.遊休利用農業経営面積

平成31年４月より、分社化され新たなスタートの年となりました。収入については、一
般受託が約33％の減少、その他の生産品販売、農作業受託も減少となりました。また、商
品売上は分社化により皆減となりました。しかし、人件費、経費等の費用が約70％減少し
たため営業利益が増やすことができました。
令和２年度は、農業生産部門としての２年目を迎えますが、村の連携をさらに強めると
共に、村民のみなさんとも連携することを目指し、引き続き農地の荒廃化防止に取り組ん
でまいります。

区　　分

〈収　入〉
宿泊温泉売上
飲食宴会売上
売 店 売 上
そ の 他

計
売 上 原 価
売 上 総 利 益
〈費　用〉

人 件 費
そ の 他 経 費

計
営 業 利 益
営 業 外 収 入
※村 補 助 金

計
営 業 外 費 用
経 常 利 益
法人税、事業税
当 期 純 利 益
累 計 利 益

平成30年度
決　算

2,289
2,564
699
209
5,761
2,103
3,658

3,085
2,222
5,307

△ 1,649
36

1,300
1,336
0

△ 312
18

△ 330
△ 1,501

令和元年度
決　算

2,388
2,044
672
212
5,316
1,865
3,451

3,073
2,107
5,180

△ 1,729
84

1,600
1,684
0

△ 45
18

△ 63
△ 1,564

差引増減

99
△ 520
△ 27
3

△ 445
△ 238
△ 207

△ 12
△ 115
△ 127
△ 80
48
300
348
0

267
0

267
△ 63

▶お問い合わせ▶ 自衛隊長野地方協力本部飯田出張所　☎0265－22－2613
（飯田市大久保町2637－3 飯田地方合同庁舎）　  nagano.pco-ida@rct.gsdf.mod.go.jp

採用試験日
１次：９月18日㈮～20日㈰のうち１日
９月19日㈯、10月31日㈯、11月29日㈰

１次：９月22日㈫

９月26日㈯・27日㈰
１次：９月26日㈯
１次：11月７日㈯・８日㈰
１次：10月24日㈯・25日㈰
１次：10月17日㈯

受付期間
７月１日㈬～９月10日㈭
年間通じて実施

７月１日㈬～９月10日㈭

９月５日㈯～９月11日㈮

７月１日㈬～10月22日㈭
７月１日㈬～10月７日㈬
７月１日㈬～10月１日㈭

受験資格
1 8 歳 以 上 3 3 歳 未 満
1 8 歳 以 上 3 3 歳 未 満
海：高卒（見込含）23歳未満
空：高卒（見込含）21歳未満

高卒（見込含）21歳未満

高卒（見込含）21歳未満

募集項目
一般曹候補生
自衛官候補生

航空学生

防衛大学校学生

防衛医科大学校

令和２年度　自 衛 官 募 集 案 内

推　　薦
総合選抜
一　　般
医　学　科
看護学科

※新規高卒者の採用試験は、政府の方針により10月以降に変更される可能性があります。

注：所得段階第４段階から第９段階の人の保険料に変更はありません。令和２年４月から令和２年６月までの保険料（仮算定賦課）は軽減前
の保険料を按分し納入いただいております。７月以降の保険料（本算定賦課）は第１段階から第3段階までの各段階に該当した方について
は、上記年間保険料となるよう保険料を調整し、納入いただくことになります。　問い合わせ先：住民課健康支援係　☎32-1021

　令和元年10月の消費税10％への引上げに伴い、低所得者層における保険料の軽減賦課を完全実施まで、２分の１の減額幅
の基準を定めて実施しているところですが、令和２年度からは消費税率10％の引上げが満年度化となるため、保険料軽減を
完全実施します。これにより、第１段階から第３段階までの各段階においてそれぞれ下記のとおり保険料の軽減を行います。

低所得者の介護保険料の軽減について

年額保険料
令和２年度

軽減後18,000円
（軽減前22,500円）

軽減後30,000円
（軽減前37,500円）

軽減後42,000円
（軽減前43,500円）

54,000円

60,000円

72,000円

78,000円

90,000円

102,000円

対　　象　　者

生活保護の方及び世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金
を受給されている方、または前年所得金額+課税年金収入
額が80万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で、前年所得金額+課税年金収入
額が80万円を超え120万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で、前年所得金額+課税年金収入
額が120万円を超える方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非
課税で、前年所得金額+課税年金収入額が80万円以下の方
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非
課税で、第4段階以外の方
本人が住民税課税で、前年合計所得金額120万円未満の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額が120万円以上
200万円未満の方
本人が住民税課税で、前年合計所得金額が200万円以上
300万円未満の方
本人が住民税課税で、前年合計所得金額が　300万円以上
の方



（９）広報　天　　龍 2020年７月22日 広報　天　　龍（６）2020年７月22日

　
村
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
買

い
物
機
会
の
減
少
に
対
し
、消

費
喚
起
と
地
元
店
舗
の
事
業
継

続
及
び
売
上
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、収
入
減
に
よ
る
生
活
支

援
を
目
的
と
し
た「
地
元
店
舗

応
援
券
発
行
事
業
」を
左
記
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
期
限
内

に
取
扱
店
舗
に
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
令
和
２
年
５
月
１
日
㈮
現
在

で
、天
龍
村
に
住
所
を
有
す
る

方　
１
人
当
た
り
１
万
円

令
和
２
年
７
月
１
日
㈬
か
ら

令
和
３
年
１
月
31
日
㈰

　
６
月
26
日

㈮
付
で
郵
送

し
ま
し
た
取

扱
店
一
覧
表

を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

配
布
対
象
者

支
　給
　額

有
効
期
間

取
扱
店
舗

【有効期間】令和２年７月１日から令和３年１月31日まで

発行：天龍村長

天龍村
地元店舗応援券

№

「
地
元
店
舗
応
援
券
」の

配
布
に
つ
い
て

見　本

新型コロナウイルス感染症は、咳・くしゃみや、２ｍ以内でマスクをせずに会話を
行うことで生じる飛沫が目・鼻・口に入ることで感染します（飛沫感染）。また、ウイ
ルスがついた手で目・鼻・口に触れることで感染します（接触感染）。

～ 信州版『新たな日常のすすめ』～

　新型コロナウイルス感染症に関する緊急事態宣言は、５月25日㈪に全国すべての都道府県で解除と
なりましたが、依然として人口の集中する都市部では、連日感染に関する報道が続いています。
　村では、４月７日㈫の政府による７都府県への緊急事態宣言発令時から感染拡大対策を強化、村長に
よる村民のみなさんへのメッセージの発出や小中学校の臨時休校、イベント・行事の中止、公共施設な
どの使用制限や飛沫防止板の設置などの施設内での対策を実施し、感染拡大防止に努めてまいりまし
た。
　また、村民のみなさんへの特別定額給付金の早期給付、村独自の子育て世帯に対する支援特別給付金
や村内事業所に対する事業持続化給付金の給付、地元店舗応援券の発行を実施、マスクや消毒液などの
全世帯及び各避難所への配布や村出身学生応援事業なども現在実施中であり、家計の補助や経済対策
も行っています。
　今後も新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、長野県と天龍村では以下の信州版『新たな
日常のすすめ』を作成し、政府の専門家会議が推奨する「新しい生活様式」の定着を目指します。

感染を防止するための行動を自ら考え実践しましょう。

○感染防止の３つの基本（身体的距離の確保、人込みの中でのマスク着用、手洗い）を徹底し
ましょう。
○「３つの密」（密閉、密集、密接）を回避しましょう。
○毎日の健康チェックを欠かさずに行いましょう。風邪症状があるときは、外出を避け、症
状が長引くときや息苦しさや高熱などの強い症状がある時は、かかりつけ医や保健所に
相談しましょう。

11ページの「保健師だより」もご参照ください！

新型コロナウ
イルス感染症対策

「新しい生活様式」の定着と経済活動の両立

　
７
月
13
日
・
14
日
の
村
の
集

団
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
な
か

っ
た
方
は
、
個
人
で
医
療
機
関

を
受
診
し
特
定
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
（
個
別
健
診
）。

　
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
（
特
定
健

診
付
き
）
を
受
診
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。

自
分
の
健
康
を
過
信
せ
ず
、年

に
１
度
の
健
診
で
、か
ら
だ
の
状

態
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
！

※
個
別
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
際
は
、
６
月
に
お

送
り
し
た
「
受
診
券
」
を
、

忘
れ
ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

改定前（令和元年度）

33万円

33万円＋（28万円×加入者数）以下

33万円＋（51万円×加入者数）以下

改定後（令和2年度）

33万円（改定はありません）

33万円＋（28.5万円×加入者数）以下

33万円＋（52万円×加入者数）以下

課税限度額の改定

医療費給付費分
後期高齢者支援金分
介護納付金分

改定前（令和元年度）
61万円
19万円
16万円

改定後（令和2年度）
63万円
19万円（改定はありません）
17万円

　高所得者に応分の負担を求め、中低所得者の負担軽減を図る目的で、国の基準に合わせて課税限度額を
改定します。

軽減判定所得の改定

　一定の所得以下の世帯については、均等割額と平等割額が軽減されます。
　この軽減対象となる所得の基準について、経済動向などを踏まえ国の基準に合わせ見直しを行いました。

（補足）加入者数には、特定同一世帯所属者の数を含みます。
（補足）所得申告がされていない場合は、軽減の対象になりません。

軽減割合

7割

5割

2割

世帯主及び国保加入者の総所得金額

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
次
の
保
険
証
な
ど
の

有
効
期
限
は
令
和
２
年
７
月
31
日
㈮
に
な
り

ま
す
。

◎「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受

給
者
証
」

◎「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

◎「
福
祉
医
療
受
給
者
証
」

　
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
者
方
に
新
し
い
保
険
証

な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
交
換
を
お
願

い
し
ま
す
。
８
月
１
日
㈯
以
降
に
医
療
機
関

な
ど
に
か
か
る
時
に
は
、
新
し
い
保
険
証
な

ど
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

◎「
限
度
額
適
用
･
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　
入
院
時
な
ど
に
食
事
代
な
ど
を
減
額
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
申
請
及
び
更

新
が
必
要
な
場
合
は
、
役
場
ま
た
は
南
支
所

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

70
歳
以
下
の
方
の
入
院
時
の
医
療
費
を
所

得
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
に
留
め
る
こ
と
が

で
き
る
認
定
証
で
、
70
歳
以
下
の
方
で
国
保

税
滞
納
者
以
外
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請
及
び
更
新
が
必
要
な
場
合
は
、
役
場
ま

た
は
南
支
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
住
民
課
健
康
支
援
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。☎
32
-１
０
２
１

各
種
保
険
証
が

　
８
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　
稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
家
庭
ご
み
の
搬
入
量
が
増
え
、

施
設
の
維
持
費
用
が
想
定
を
上

回
る
状
況
で
す
。

　
ご
み
の
中
に
は
分
別
す
る
こ

と
で
、
資
源
に
な
る
物
も
あ
り

ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
み
の

分
別
を
し
て
い
た
だ
き
、
搬
入

量
の
減
量
に

一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ご
み
の
分
別
で
エ
コ
推
進

◆
国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
◆



（７）広報　天　　龍 2020年７月22日 広報　天　　龍（８）2020年７月22日

　
日
頃
は
教
育
行
政
に
対
し
、

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
春
休
み
前
の
臨
時
休
校
へ
の

ご
協
力
、
時
間
を
短
縮
し
て
の

入
学
式
、
始
業
式
へ
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
新
年
度
が
始

ま
っ
た
矢
先
の
４
月
８
日
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
長
で
あ
る
長
野
県
知

事
か
ら
「
３
密
」
回
避
の
徹
底

を
図
る
た
め
、
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学

校
等
に
対
し
て
、
４
月
17
日
ま

で
臨
時
休
校
を
含
め
、
リ
ス
ク

低
減
の
適
切
な
措
置
を
取
る
よ

う
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
管
内
で

も
新
た
な
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、

長
野
県
に
お
い
て
も
毎
日
新
た

な
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
り
す

る
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た

た
め
、
天
龍
小
・
中
学
校
は
４

月
13
日
か
ら
４
月
24
日
ま
で
臨

時
休
校
を
行
う
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
週
に
２
日

間
の
臨
時
的
登
校
日
を
設
け
学

習
の
機
会
を
確
保
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
続
い
て
４
月
17
日
に

長
野
県
知
事
か
ら
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
の
長
野
県
の
緊
急
事
態

措
置
等
」
が
決
定
さ
れ
、
県
立

学
校
は
４
月
18
日
か
ら
５
月
６

日
ま
で
臨
時
休
校
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
、
市
町
村
も
同
様
の

措
置
を
取
る
よ
う
要
請
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
は
５

日
間
の
臨
時
的
登
校
日
を
設
け

る
な
ど
学
び
の
保
障
も
考
慮
し

つ
つ
、
感
染
防
止
の
た
め
の
措

置
を
徹
底
し
、
５
月
10
日
ま
で
、

臨
時
休
校
を
延
長
し
ま
し
た
。

　
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
管
内

で
は
、
４
月
９
日
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽

性
者
は
出
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
時
点
で
は
今
後
の
終

息
を
見
通
す
こ
と
は
極
め
て
困

難
で
あ
り
、
制
限
さ
れ
た
状
況

で
の
学
校
運
営
が
想
定
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
続
け

て
、
５
月
24
日
ま
で
臨
時
休
校

延
長
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の

間
は
週
に
３
日
の
臨
時
的
登
校

日
を
設
け
、
対
応
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
臨
時
的
登
校
日
は
生
徒
の
学

習
状
況
の
確
認
及
び
健
康
観
察

を
行
う
た
め
に
実
施
し
、
日
課

を
工
夫
し
て
天
龍
小
・
中
学
校

が
大
事
に
し
て
い
る
行
事
な
ど

も
縮
小
や
短
縮
を
図
り
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
毎
日
各
家
庭
で
の
検
温
、
マ

ス
ク
の
着
用
の
徹
底
や
手
洗
い

の
励
行
な
ど
や
人
が
密
集
・
密

接
・
密
閉
の
環
境
を
回
避
し
た

環
境
を
作
る
た
め
、
規
模
を
縮

小
し
た
り
、
時
間
を
短
縮
し
た

り
、
間
隔
の
確
保
や
換
気
す
る

な
ど
工
夫
し
、
感
染
症
防
止
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
５
月
15
日
に
は
国
か
ら
緊
急

事
態
宣
言
の
解
除
を
受
け
た
長

野
県
と
し
て
の
対
応
が
決
定
さ

れ
、
県
立
学
校
に
お
い
て
は
５

月
23
日
か
ら
段
階
的
に
再
開
す

る
と
決
定
さ
れ
、
市
町
村
立
学

校
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
村

で
も
段
階
的
に
再
開
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
５
月
の
連
休
を
挟
ん
で
の
６

週
間
の
臨
時
休
校
期
間
中
の
長

い
間
の
対
応
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、

感
染
も
な
く
無
事
学
校
生
活
が

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
感
染
予

防
を
継
続
し
な
が
ら
で
は
あ
り

ま
す
が
、
５
月
25
日
か
ら
学
校

が
再
開
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
ず
も
っ
て
感
謝
で
あ

り
ま
す
。

　
今
後
学
び
の
保
障
を
長
期
休

暇
の
短
縮
な
ど
工
夫
し
対
処
し

て
ま
い
り
ま
す
。
幸
い
小
規
模

校
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
３
密
」

を
回
避
し
、
臨
時
的
登
校
を
随

時
対
応
し
た
こ
と
に
よ
り
学
習

の
遅
れ
は
僅
か
で
あ
り
、
家
庭

学
習
の
推
進
と
学
習
の
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
な
ど
工
夫
を
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
予
算

を
認
め
て
い
た
だ
く
中
で
一
人

一
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た

家
庭
に
い
な
が
ら
授
業
を
受
講

し
た
り
、
学
級
会
議
な
ど
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
か
し
た
学
習

方
法
の
研
究
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
長
期
に
わ
た
る
休
校
措
置
等

の
対
応
で
し
た
が
、
保
護
者
や

学
校
教
職
員
を
は
じ
め
そ
の
他

多
く
の
学
校
に
関
わ
る
地
域
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ

り
対
処
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
紙
面
に
て
恐
縮
で

あ
り
ま
す
が
お
礼
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

天
龍
村
教
育
委
員
会
　
　

教
育
長
　
竹
田
順
次

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の

天
龍
村
立
小
中
学
校
の
臨
時
休
校
の
対
応
に
つ
い
て

（
ご
理
解
と
ご
協
力
の
御
礼
）

国民健康保険税率が変わります
～資産割を廃止します～

　村では、平成29年度以降、国民健康保険税の税率の改定を行っていませんでした。
　しかし、加入者の減少や景気の低迷による税収の減少、平成30年度の国保制度改正による影響も考え、
今年度、保険税率の見直しを行いました。
　村の保険税は令和元年度まで、所得割、資産割、均等割及び平等割で構成される４方式としてきましたが、
令和２年度から資産割を廃止して所得割、均等割及び平等割で構成される３方式の課税方式に変更しました。

　資産割を廃止する主な理由は次のとおりです。
・平成30年度から、国民健康保険が都道府県と市町村との共同運営(広域化)となり、長野県から示される
標準保険料率の算定が３方式であること。
・収益性のない住宅などへの賦課に対する負担が大きく、特に低所得世帯への負担が大きいと判断される
ため。

　新しい税率は下記のとおりです。医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分すべての資産割を
廃止し、その減収分をその他の税率へ振り分ける事で全体としての収入がほぼ同額となるよう調整を行っ
ています。
　国保加入者のみなさんの健康を守るため、ご理解とご協力をお願いします。

資産割を廃止する理由

改正前税率 改正後税率

※詳しい金額については、納税通知書が世帯主あてに送付されていますのでご覧ください。

所得割：加入者の前年の所得に応じて計算　　　均等割：加入者１人につきいくらと計算
資産割：加入者の固定資産税額に応じて計算　　平等割：１世帯いくらと計算　　　　　

所得割額
資産割額
均等割額
平等割額

3.80%
18.20%
14,000円
21,000円

医療費給付費分
所得割額
資産割額
均等割額
平等割額

4.00%
0%

15,000円
22,000円

医療費給付費分

所得割額
資産割額
均等割額
平等割額

1.80%
9.90%
7,000円
10,000円

後期高齢者支援金分
所得割額
資産割額
均等割額
平等割額

1.90%
0%

8,000円
10,000円

後期高齢者支援金分

所得割額
資産割額
均等割額
平等割額

2.00%
14.00%
11,000円
6,000円

介護納付金分
所得割額
資産割額
均等割額
平等割額

2.10%
0%

11,000円
6,000円

介護納付金分



（７）広報　天　　龍 2020年７月22日 広報　天　　龍（８）2020年７月22日

　
日
頃
は
教
育
行
政
に
対
し
、

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
春
休
み
前
の
臨
時
休
校
へ
の

ご
協
力
、
時
間
を
短
縮
し
て
の

入
学
式
、
始
業
式
へ
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
新
年
度
が
始

ま
っ
た
矢
先
の
４
月
８
日
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
長
で
あ
る
長
野
県
知

事
か
ら
「
３
密
」
回
避
の
徹
底

を
図
る
た
め
、
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学

校
等
に
対
し
て
、
４
月
17
日
ま

で
臨
時
休
校
を
含
め
、
リ
ス
ク

低
減
の
適
切
な
措
置
を
取
る
よ

う
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
管
内
で

も
新
た
な
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、

長
野
県
に
お
い
て
も
毎
日
新
た

な
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
り
す

る
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た

た
め
、
天
龍
小
・
中
学
校
は
４

月
13
日
か
ら
４
月
24
日
ま
で
臨

時
休
校
を
行
う
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
週
に
２
日

間
の
臨
時
的
登
校
日
を
設
け
学

習
の
機
会
を
確
保
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
続
い
て
４
月
17
日
に

長
野
県
知
事
か
ら
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
の
長
野
県
の
緊
急
事
態

措
置
等
」
が
決
定
さ
れ
、
県
立

学
校
は
４
月
18
日
か
ら
５
月
６

日
ま
で
臨
時
休
校
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
、
市
町
村
も
同
様
の

措
置
を
取
る
よ
う
要
請
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
は
５

日
間
の
臨
時
的
登
校
日
を
設
け

る
な
ど
学
び
の
保
障
も
考
慮
し

つ
つ
、
感
染
防
止
の
た
め
の
措

置
を
徹
底
し
、
５
月
10
日
ま
で
、

臨
時
休
校
を
延
長
し
ま
し
た
。

　
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
管
内

で
は
、
４
月
９
日
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽

性
者
は
出
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
時
点
で
は
今
後
の
終

息
を
見
通
す
こ
と
は
極
め
て
困

難
で
あ
り
、
制
限
さ
れ
た
状
況

で
の
学
校
運
営
が
想
定
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
続
け

て
、
５
月
24
日
ま
で
臨
時
休
校

延
長
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の

間
は
週
に
３
日
の
臨
時
的
登
校

日
を
設
け
、
対
応
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
臨
時
的
登
校
日
は
生
徒
の
学

習
状
況
の
確
認
及
び
健
康
観
察

を
行
う
た
め
に
実
施
し
、
日
課

を
工
夫
し
て
天
龍
小
・
中
学
校

が
大
事
に
し
て
い
る
行
事
な
ど

も
縮
小
や
短
縮
を
図
り
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
毎
日
各
家
庭
で
の
検
温
、
マ

ス
ク
の
着
用
の
徹
底
や
手
洗
い

の
励
行
な
ど
や
人
が
密
集
・
密

接
・
密
閉
の
環
境
を
回
避
し
た

環
境
を
作
る
た
め
、
規
模
を
縮

小
し
た
り
、
時
間
を
短
縮
し
た

り
、
間
隔
の
確
保
や
換
気
す
る

な
ど
工
夫
し
、
感
染
症
防
止
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
５
月
15
日
に
は
国
か
ら
緊
急

事
態
宣
言
の
解
除
を
受
け
た
長

野
県
と
し
て
の
対
応
が
決
定
さ

れ
、
県
立
学
校
に
お
い
て
は
５

月
23
日
か
ら
段
階
的
に
再
開
す

る
と
決
定
さ
れ
、
市
町
村
立
学

校
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
村

で
も
段
階
的
に
再
開
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
５
月
の
連
休
を
挟
ん
で
の
６

週
間
の
臨
時
休
校
期
間
中
の
長

い
間
の
対
応
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、

感
染
も
な
く
無
事
学
校
生
活
が

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
感
染
予

防
を
継
続
し
な
が
ら
で
は
あ
り

ま
す
が
、
５
月
25
日
か
ら
学
校

が
再
開
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
ず
も
っ
て
感
謝
で
あ

り
ま
す
。

　
今
後
学
び
の
保
障
を
長
期
休

暇
の
短
縮
な
ど
工
夫
し
対
処
し

て
ま
い
り
ま
す
。
幸
い
小
規
模

校
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
３
密
」

を
回
避
し
、
臨
時
的
登
校
を
随

時
対
応
し
た
こ
と
に
よ
り
学
習

の
遅
れ
は
僅
か
で
あ
り
、
家
庭

学
習
の
推
進
と
学
習
の
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
な
ど
工
夫
を
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
予
算

を
認
め
て
い
た
だ
く
中
で
一
人

一
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た

家
庭
に
い
な
が
ら
授
業
を
受
講

し
た
り
、
学
級
会
議
な
ど
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
か
し
た
学
習

方
法
の
研
究
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
長
期
に
わ
た
る
休
校
措
置
等

の
対
応
で
し
た
が
、
保
護
者
や

学
校
教
職
員
を
は
じ
め
そ
の
他

多
く
の
学
校
に
関
わ
る
地
域
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ

り
対
処
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
紙
面
に
て
恐
縮
で

あ
り
ま
す
が
お
礼
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

天
龍
村
教
育
委
員
会
　
　

教
育
長
　
竹
田
順
次

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の

天
龍
村
立
小
中
学
校
の
臨
時
休
校
の
対
応
に
つ
い
て

（
ご
理
解
と
ご
協
力
の
御
礼
）

国民健康保険税率が変わります
～資産割を廃止します～

　村では、平成29年度以降、国民健康保険税の税率の改定を行っていませんでした。
　しかし、加入者の減少や景気の低迷による税収の減少、平成30年度の国保制度改正による影響も考え、
今年度、保険税率の見直しを行いました。
　村の保険税は令和元年度まで、所得割、資産割、均等割及び平等割で構成される４方式としてきましたが、
令和２年度から資産割を廃止して所得割、均等割及び平等割で構成される３方式の課税方式に変更しました。

　資産割を廃止する主な理由は次のとおりです。
・平成30年度から、国民健康保険が都道府県と市町村との共同運営(広域化)となり、長野県から示される
標準保険料率の算定が３方式であること。
・収益性のない住宅などへの賦課に対する負担が大きく、特に低所得世帯への負担が大きいと判断される
ため。

　新しい税率は下記のとおりです。医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分すべての資産割を
廃止し、その減収分をその他の税率へ振り分ける事で全体としての収入がほぼ同額となるよう調整を行っ
ています。
　国保加入者のみなさんの健康を守るため、ご理解とご協力をお願いします。

資産割を廃止する理由

改正前税率 改正後税率

※詳しい金額については、納税通知書が世帯主あてに送付されていますのでご覧ください。

所得割：加入者の前年の所得に応じて計算　　　均等割：加入者１人につきいくらと計算
資産割：加入者の固定資産税額に応じて計算　　平等割：１世帯いくらと計算　　　　　

所得割額
資産割額
均等割額
平等割額

3.80%
18.20%
14,000円
21,000円

医療費給付費分
所得割額
資産割額
均等割額
平等割額

4.00%
0%

15,000円
22,000円

医療費給付費分

所得割額
資産割額
均等割額
平等割額

1.80%
9.90%
7,000円
10,000円

後期高齢者支援金分
所得割額
資産割額
均等割額
平等割額

1.90%
0%

8,000円
10,000円

後期高齢者支援金分

所得割額
資産割額
均等割額
平等割額

2.00%
14.00%
11,000円
6,000円

介護納付金分
所得割額
資産割額
均等割額
平等割額

2.10%
0%

11,000円
6,000円

介護納付金分



（９）広報　天　　龍 2020年７月22日 広報　天　　龍（６）2020年７月22日

　
村
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
買

い
物
機
会
の
減
少
に
対
し
、消

費
喚
起
と
地
元
店
舗
の
事
業
継

続
及
び
売
上
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、収
入
減
に
よ
る
生
活
支

援
を
目
的
と
し
た「
地
元
店
舗

応
援
券
発
行
事
業
」を
左
記
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
期
限
内

に
取
扱
店
舗
に
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
令
和
２
年
５
月
１
日
㈮
現
在

で
、天
龍
村
に
住
所
を
有
す
る

方　
１
人
当
た
り
１
万
円

令
和
２
年
７
月
１
日
㈬
か
ら

令
和
３
年
１
月
31
日
㈰

　
６
月
26
日

㈮
付
で
郵
送

し
ま
し
た
取

扱
店
一
覧
表

を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

配
布
対
象
者

支
　給
　額

有
効
期
間

取
扱
店
舗

【有効期間】令和２年７月１日から令和３年１月31日まで

発行：天龍村長

天龍村
地元店舗応援券

№

「
地
元
店
舗
応
援
券
」の

配
布
に
つ
い
て

見　本

新型コロナウイルス感染症は、咳・くしゃみや、２ｍ以内でマスクをせずに会話を
行うことで生じる飛沫が目・鼻・口に入ることで感染します（飛沫感染）。また、ウイ
ルスがついた手で目・鼻・口に触れることで感染します（接触感染）。

～ 信州版『新たな日常のすすめ』～

　新型コロナウイルス感染症に関する緊急事態宣言は、５月25日㈪に全国すべての都道府県で解除と
なりましたが、依然として人口の集中する都市部では、連日感染に関する報道が続いています。
　村では、４月７日㈫の政府による７都府県への緊急事態宣言発令時から感染拡大対策を強化、村長に
よる村民のみなさんへのメッセージの発出や小中学校の臨時休校、イベント・行事の中止、公共施設な
どの使用制限や飛沫防止板の設置などの施設内での対策を実施し、感染拡大防止に努めてまいりまし
た。
　また、村民のみなさんへの特別定額給付金の早期給付、村独自の子育て世帯に対する支援特別給付金
や村内事業所に対する事業持続化給付金の給付、地元店舗応援券の発行を実施、マスクや消毒液などの
全世帯及び各避難所への配布や村出身学生応援事業なども現在実施中であり、家計の補助や経済対策
も行っています。
　今後も新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、長野県と天龍村では以下の信州版『新たな
日常のすすめ』を作成し、政府の専門家会議が推奨する「新しい生活様式」の定着を目指します。

感染を防止するための行動を自ら考え実践しましょう。

○感染防止の３つの基本（身体的距離の確保、人込みの中でのマスク着用、手洗い）を徹底し
ましょう。
○「３つの密」（密閉、密集、密接）を回避しましょう。
○毎日の健康チェックを欠かさずに行いましょう。風邪症状があるときは、外出を避け、症
状が長引くときや息苦しさや高熱などの強い症状がある時は、かかりつけ医や保健所に
相談しましょう。

11ページの「保健師だより」もご参照ください！

新型コロナウ
イルス感染症対策

「新しい生活様式」の定着と経済活動の両立

　
７
月
13
日
・
14
日
の
村
の
集

団
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
な
か

っ
た
方
は
、
個
人
で
医
療
機
関

を
受
診
し
特
定
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
（
個
別
健
診
）。

　
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
（
特
定
健

診
付
き
）
を
受
診
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。

自
分
の
健
康
を
過
信
せ
ず
、年

に
１
度
の
健
診
で
、か
ら
だ
の
状

態
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
！

※
個
別
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
際
は
、
６
月
に
お

送
り
し
た
「
受
診
券
」
を
、

忘
れ
ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

改定前（令和元年度）

33万円

33万円＋（28万円×加入者数）以下

33万円＋（51万円×加入者数）以下

改定後（令和2年度）

33万円（改定はありません）

33万円＋（28.5万円×加入者数）以下

33万円＋（52万円×加入者数）以下

課税限度額の改定

医療費給付費分
後期高齢者支援金分
介護納付金分

改定前（令和元年度）
61万円
19万円
16万円

改定後（令和2年度）
63万円
19万円（改定はありません）
17万円

　高所得者に応分の負担を求め、中低所得者の負担軽減を図る目的で、国の基準に合わせて課税限度額を
改定します。

軽減判定所得の改定

　一定の所得以下の世帯については、均等割額と平等割額が軽減されます。
　この軽減対象となる所得の基準について、経済動向などを踏まえ国の基準に合わせ見直しを行いました。

（補足）加入者数には、特定同一世帯所属者の数を含みます。
（補足）所得申告がされていない場合は、軽減の対象になりません。

軽減割合

7割

5割

2割

世帯主及び国保加入者の総所得金額

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
次
の
保
険
証
な
ど
の

有
効
期
限
は
令
和
２
年
７
月
31
日
㈮
に
な
り

ま
す
。

◎「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受

給
者
証
」

◎「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

◎「
福
祉
医
療
受
給
者
証
」

　
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
者
方
に
新
し
い
保
険
証

な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
交
換
を
お
願

い
し
ま
す
。
８
月
１
日
㈯
以
降
に
医
療
機
関

な
ど
に
か
か
る
時
に
は
、
新
し
い
保
険
証
な

ど
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

◎「
限
度
額
適
用
･
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　
入
院
時
な
ど
に
食
事
代
な
ど
を
減
額
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
申
請
及
び
更

新
が
必
要
な
場
合
は
、
役
場
ま
た
は
南
支
所

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

70
歳
以
下
の
方
の
入
院
時
の
医
療
費
を
所

得
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
に
留
め
る
こ
と
が

で
き
る
認
定
証
で
、
70
歳
以
下
の
方
で
国
保

税
滞
納
者
以
外
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請
及
び
更
新
が
必
要
な
場
合
は
、
役
場
ま

た
は
南
支
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
住
民
課
健
康
支
援
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。☎
32
-１
０
２
１

各
種
保
険
証
が

　
８
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　
稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
家
庭
ご
み
の
搬
入
量
が
増
え
、

施
設
の
維
持
費
用
が
想
定
を
上

回
る
状
況
で
す
。

　
ご
み
の
中
に
は
分
別
す
る
こ

と
で
、
資
源
に
な
る
物
も
あ
り

ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
み
の

分
別
を
し
て
い
た
だ
き
、
搬
入

量
の
減
量
に

一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ご
み
の
分
別
で
エ
コ
推
進

◆
国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ
◆



段　階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階
（基準額）

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

変更

◯

◯

◯

（５）広 報　天　　龍 2020年７月22日 広 報　天　　龍（10）2020年７月22日

※村補助金について ～村民のみなさまへのお願い～
　令和元年度、村では龍泉閣に対して1,600万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記表でご確認いただいたとおり、令和元年度は当期純利益が△63万円となっており、
実際には（村からの1,600万円の補助金を除くと）損失が1,663万円発生し、依然として厳しい経営が続いています。こうした状況のなか、龍泉
閣の経営を維持していくためには、多額の補助が必要であり、加えて累積損失（令和元年度末現在で1,564万円）の早期解消のためには、更な
る補助や経営改善が必要との考えから、令和元年度についても村から1,600万円の補助金を出しています。
　村にとって、1,600万円の補助金を出すことは大変なことですが、現在の龍泉閣は、村民の飲食・交流の場、憩いの場のみならず、就労や農
産加工品販売の場となっていて、天龍村に欠かせない施設となっており、村としてはやむを得ない支出と考えています。
　村民の皆さまにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、今後も龍泉閣を積極的に
ご利用いただき、経営向上にご協力くださいますようお願いします。

　令和元年度は、宿泊温泉部門の売上が伸びましたが、飲食宴会部門の売上が伸び悩んだため、
売上収入は5,316万円となりました。売上原価や費用などを差し引いて、村からの補助金などを加
えた最終的な当期純利益は△63万円となっています。
　令和２年度に入ってからは新型コロナウイルスの影響により売上が大幅に減少するなど、非常に
厳しい状況が続いています。引き続き経費については無駄を省き、更なる経費削減に努めてまいり
ますので、今後とも積極的に龍泉閣をご利用いただきますようお願いします。

㈲龍泉閣　令和元年度の経営状況を公表します
○収支報告 （単位：万円）

○入浴利用者 （単位：人）

○施設利用者 （単位：人）

（単位：人）○役職員数の状況

○施設利用状況 （単位：人）
区　分

宿 泊 者
宴 会 利 用 者
レストラン利用者
ラウンジ利用者（組）

計

平成30年度
2,737
1,695
10,703
898

16,033

令和元年度
3,100
1,167
8,816
618

13,701

増　減
363

△ 528
△ 1,887
△ 280
△ 2,332

区　分
一 般 利 用 者
村 民 保 養 券

計

平成30年度
11,023
1,835
12,858

令和元年度
10,146
1,575
11,721

増　減
△ 877
△ 260
△ 1,137

区　分
取 締 役
社 員

計

平成30年度
6
11
17

令和元年度
6
14
20

増　減
0
3
3

合　　　計
平成30年度

28,891
令和元年度

25,422
増　減
△ 3,469

区　分
あ け び

栗
か り ん

茶
小 梅
中 梅
ゆ ず
ビバパプリコット
て い ざ な す
雑 穀
育 苗
水 稲
そ の 他 野 菜

計

平成30年度
36
0
0
54
1
1
130
5
24
0
0
147
132
530

令和元年度
36
0
0
56
1
1

128
5
24
0
0

147
132
530

増　減
0
0
0
2
0
0

△ 2
0
0
0
0
0
0
0

区　　分

〈収　入〉
一般受託収入
生産品販売収入
農作業受託収入
商 品 売 上

計
〈費　用〉

人 件 費
（率）

経 費
（率）
計

営 業 利 益
営 業 外 収 入
村 補 助 金

計
支払利息、雑損失等
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
法 人 税 等
当 期 利 益
累 計 利 益

平成30年度
決　算

584
431
357
2,043
3,415

1,869
34.9 
3,481
65.1 
5,350

△ 1,935
57

1,966
2,023
15
73
0
0
13
60
△ 4

令和元年度
決　算

389
365
172
0

926

993
68.3 
460
31.7 
1,453
△ 527
12

1,138
1,150
0

197
0
0
51
146
142

差引増減

△ 195
△ 66
△ 185
△ 2,043
△ 2,489

△ 876

△ 3,021

△ 3,897
1,408
△ 45
△ 828
△ 873
△ 15
124
0
0
38
86
146

㈲天龍農林業公社  令和元年度の経営状況を公表します
○収支報告 （単位：万円）

（単位：人）○役職員数の状況
区　分

取 締 役
社 員
（臨時労務員 参考）

計

平成30年度
4
1

(31)
5

令和元年度
3
1

(31)
4

増　減
△ 1
0
0

△ 1
※役職員数は社長を除く。また臨時労務員は参考です。

○事業報告
１.利用契約農地（耕地面積） （単位：ａ）

区　分
田
畑
計

平成30年度
147
452
599

令和元年度
147
441
588

増　減
0

△ 11
△ 11

（単位：ａ）２.遊休利用農業経営面積

平成31年４月より、分社化され新たなスタートの年となりました。収入については、一
般受託が約33％の減少、その他の生産品販売、農作業受託も減少となりました。また、商
品売上は分社化により皆減となりました。しかし、人件費、経費等の費用が約70％減少し
たため営業利益が増やすことができました。
令和２年度は、農業生産部門としての２年目を迎えますが、村の連携をさらに強めると
共に、村民のみなさんとも連携することを目指し、引き続き農地の荒廃化防止に取り組ん
でまいります。

区　　分

〈収　入〉
宿泊温泉売上
飲食宴会売上
売 店 売 上
そ の 他

計
売 上 原 価
売 上 総 利 益
〈費　用〉

人 件 費
そ の 他 経 費

計
営 業 利 益
営 業 外 収 入
※村 補 助 金

計
営 業 外 費 用
経 常 利 益
法人税、事業税
当 期 純 利 益
累 計 利 益

平成30年度
決　算

2,289
2,564
699
209
5,761
2,103
3,658

3,085
2,222
5,307

△ 1,649
36

1,300
1,336
0

△ 312
18

△ 330
△ 1,501

令和元年度
決　算

2,388
2,044
672
212
5,316
1,865
3,451

3,073
2,107
5,180

△ 1,729
84

1,600
1,684
0

△ 45
18

△ 63
△ 1,564

差引増減

99
△ 520
△ 27
3

△ 445
△ 238
△ 207

△ 12
△ 115
△ 127
△ 80
48
300
348
0

267
0

267
△ 63

▶お問い合わせ▶ 自衛隊長野地方協力本部飯田出張所　☎0265－22－2613
（飯田市大久保町2637－3 飯田地方合同庁舎）　  nagano.pco-ida@rct.gsdf.mod.go.jp

採用試験日
１次：９月18日㈮～20日㈰のうち１日
９月19日㈯、10月31日㈯、11月29日㈰

１次：９月22日㈫

９月26日㈯・27日㈰
１次：９月26日㈯
１次：11月７日㈯・８日㈰
１次：10月24日㈯・25日㈰
１次：10月17日㈯

受付期間
７月１日㈬～９月10日㈭
年間通じて実施

７月１日㈬～９月10日㈭

９月５日㈯～９月11日㈮

７月１日㈬～10月22日㈭
７月１日㈬～10月７日㈬
７月１日㈬～10月１日㈭

受験資格
1 8 歳 以 上 3 3 歳 未 満
1 8 歳 以 上 3 3 歳 未 満
海：高卒（見込含）23歳未満
空：高卒（見込含）21歳未満

高卒（見込含）21歳未満

高卒（見込含）21歳未満

募集項目
一般曹候補生
自衛官候補生

航空学生

防衛大学校学生

防衛医科大学校

令和２年度　自 衛 官 募 集 案 内

推　　薦
総合選抜
一　　般
医　学　科
看護学科

※新規高卒者の採用試験は、政府の方針により10月以降に変更される可能性があります。

注：所得段階第４段階から第９段階の人の保険料に変更はありません。令和２年４月から令和２年６月までの保険料（仮算定賦課）は軽減前
の保険料を按分し納入いただいております。７月以降の保険料（本算定賦課）は第１段階から第3段階までの各段階に該当した方について
は、上記年間保険料となるよう保険料を調整し、納入いただくことになります。　問い合わせ先：住民課健康支援係　☎32-1021

　令和元年10月の消費税10％への引上げに伴い、低所得者層における保険料の軽減賦課を完全実施まで、２分の１の減額幅
の基準を定めて実施しているところですが、令和２年度からは消費税率10％の引上げが満年度化となるため、保険料軽減を
完全実施します。これにより、第１段階から第３段階までの各段階においてそれぞれ下記のとおり保険料の軽減を行います。

低所得者の介護保険料の軽減について

年額保険料
令和２年度

軽減後18,000円
（軽減前22,500円）

軽減後30,000円
（軽減前37,500円）

軽減後42,000円
（軽減前43,500円）

54,000円

60,000円

72,000円

78,000円

90,000円

102,000円

対　　象　　者

生活保護の方及び世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金
を受給されている方、または前年所得金額+課税年金収入
額が80万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で、前年所得金額+課税年金収入
額が80万円を超え120万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で、前年所得金額+課税年金収入
額が120万円を超える方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非
課税で、前年所得金額+課税年金収入額が80万円以下の方
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非
課税で、第4段階以外の方
本人が住民税課税で、前年合計所得金額120万円未満の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額が120万円以上
200万円未満の方
本人が住民税課税で、前年合計所得金額が200万円以上
300万円未満の方
本人が住民税課税で、前年合計所得金額が　300万円以上
の方



て
お
り
、役
場
会
議
室
に
て
同

事
務
所
の
職
員
か
ら
、今
年
度

の
天
龍
村
に
係
る
県
事
業
の
説

明
を
受
け
た
後
、意
見
交
換
と

要
望
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

現
場
視
察
で
は
、国
道
4
1
8

号
天
竜
川
橋
、的
瀬
地
籍
の
崩

落
現
場
、新
野
川
島
間
の
道
路

改
良
事
業
、（
主
）飯
田
富
山
佐

久
間
線
に
関
す
る
事
業
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
懇
親
会

は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、下

伊
那
南
部
建
設
事
務
所
と
村
、

議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、国
県

道
の
安
全
対
策
と
早
期
改
良
に

向
け
、お
互
い
協
力
し
あ
う
こ

と
を
確
認
し
閉
会
と
い
た
し
ま

し
た
。

　
６
月
11
日
㈭
に
下
伊
那
南
部

建
設
事
務
所
と
村
議
会
議
員
、

村
職
員
と
の
行
政
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、同
事
務
所
職
員
５
名

と
、村
議
会
議
員
８
名
及
び
村

長
ほ
か
村
職
員
５
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
は
毎
年
実
施
し

（11）広 報　天　　龍 2020年７月22日 広報　天　　龍（４）2020年７月22日

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て
（
専
決
第
11
号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

〇
令
和
２
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
板
倉
幸
正
議
員

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
、
熱
中
症
に
関
す
る
村
、

教
育
長
の
考
え
方
と
対
応
に

つ
い
て

○
後
藤
知
久
議
員

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

対
応
に
つ
い
て

二
、
農
地
荒
廃
化
防
止
事
業
交

付
金
に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
買
物
弱
者
対
策
と
し
て
の

ご
用
聞
き
事
業
に
つ
い
て

二
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
事
業
に
つ
い
て

三
、
今
後
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

○
今
村
久
雄
議
員

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
は
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
下
に
あ
る

が
、
県
外
か
ら
車
や
バ
イ
ク

等
で
の
来
村
者
は
日
毎
に
増

え
て
い
る
。
来
村
者
へ
の
対

応
を
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、

に
つ
い
て

二
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
小
・
中

学
校
に
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の

為
の
設
備
導
入
を
す
る
事
に

つ
い
て

三
、「
地
元
店
舗
応
援
券
」
の

発
行
事
業
は
新
生
活
様
式
の

推
進
と
共
に
、
当
村
の
よ
う

な
小
さ
な
経
済
圏
で
は
大
き

な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る

の
で
第
２
弾
を
実
施
す
る
べ

き
で
は
な
い
か

○
村
松
小
司
郎
議
員

一
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

避
難
時
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
予
防
対
策
に
つ
い
て

○
村
松
克
一
議
員

一
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
経
済
と

陳
情
な
ど
の
あ
り
方
、
新
様

式
へ
の
変
革
に
つ
い
て

予
　
　
　
　
　算

一
　般
　質
　問

令和２年度　補　正　予　算

県事業の説明を受ける議員と村関係者

本
年
３
月
28
日
㈯
に
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
、南
中
区
の
故
大

平
巖
氏
に
、位
記（
従
六
位
）が

授
与
さ
れ
、６
月
12
日
㈮
に
永

嶺
村
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

故
大
平
氏
は
、平
成
16
年
11

月
か
ら
平
成
28
年
11
月
ま
で
３

期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
、天

龍
村
長
を
務
め
ら
れ
、村
の
財

政
再
建
に
取
組
な
が
ら
、ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
龍
泉
閣
や

天
龍
温
泉
お
き
よ
め
の
湯
を
中

心
と
し
た
観
光
施
策
の
推
進
、

天
龍
保
育
所
や
お
き
よ
め
の
湯

の
建
替
工
事
な
ど
、数
多
く
の

事
業
を
手
掛
け
ら
れ
村
の
発
展

に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
地
方
自
治
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、今
回
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

村長より伝達された故 大平巖さん叙位

故
大
平
巖
氏
に
叙
位

　
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
は
、

密
閉
・
密
集
・
密
接
を
避
け
る
事

と
、十
分
な
手
洗
い
や
マ
ス
ク

の
着
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
守
る
事
を
前
提
に
、

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
の

維
持
・
強
化
を
意
識
さ
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
マ
ス
コ

ミ
や
S
N
S
の
デ
マ
な
ど
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、適
切
な

情
報
を
も
と
に
生
活
す
る
事
が
大

切
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
野
村
管
理
栄
養
士
に
、

食
事
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　
ウ
イ
ル
ス
に
抵
抗
す
る
力
を

「
免
疫
」と
い
い
、食
事
、睡
眠
、運

動
に
よ
り
維
持
・
向
上
が
可
能
で

す
。
中
で
も
重
要
な
の
は「
食
事

（
栄
養
）」で
す
。
近
年
の
研
究
で

免
疫
機
能
は
、多
様
な
栄
養
成
分

が
複
雑
な
代
謝
の
な
か
で
形
成
さ

れ
、多
く
の
種
類
・
栄
養
素
が
い
ろ

ん
な
形
で
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

食
事
か
ら
摂
る
多
く
の
成
分
が
総

合
的
に
作
用
し
な
が
ら
、様
々
な

ウ
イ
ル
ス
や
病
原
体
と
戦
い
健
康

を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、免
疫
機
能

保
健
師
だ
よ
り

　
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
は
、

密
閉
・
密
集
・
密
接
を
避
け
る
事

と
、十
分
な
手
洗
い
や
マ
ス
ク

『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
』

『
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
』

時
代
を
上
手
に

　
　
　生
き
抜
く

食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
』

『
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
』

時
代
を
上
手
に

　
　
　生
き
抜
く

食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
』

『
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
』

時
代
を
上
手
に

　
　
　生
き
抜
く

食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

の
維
持
・
向
上
に
は
、あ
る
特
定
の

栄
養
素
や
食
品
に
偏
る
の
で
は
な

く
、い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
摂
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
ま
ず
は
、毎
日
の
食
事
に
主
食
・

主
菜
・
副
菜
を
揃
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
基
本
は
ご
飯
や
パ
ン
な

ど
の
炭
水
化
物
と
た
ん
ぱ
く
質
、

野
菜
、海
藻
、き
の
こ
で
す
。
こ
れ

ら
が
揃
え
ば
、麺
類
・
丼
物
の
一
品

で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
、一
日
に
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆

製
品
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
源
を
摂

れ
た
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
特

に
高
齢
者
は
筋
肉
の
維
持
・
細
胞

の
再
構
成
の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、

免
疫
機
能
の
維
持
に
も
必
要
な
栄

養
素
で
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
類
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
中
で
も

緑
黄
色
野
菜
・
果
物
を
多
め
に
食

べ
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。
日
々

の
料
理
に
彩
り
を
添
え
る
よ
う

に
意
識
す
れ
ば
、自
然
と
い
ろ
い

ろ
な
ビ
タ
ミ
ン
を
摂
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
最
後
に
、日
々
の
食
事
の
過
不

足
は
体
重
測
定
を
す
る
事
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

（
栄
養
相
談
の
お
知
ら
せ
）

　
今
年
度
、野
村
管
理
栄
養
士
が

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、食

事
や
栄
養
の
相
談
に
お
答
え
し

ま
す
。
す
ぐ
に
使
え
る
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
住
民
課
保
健

師
☎
32
-1
0
2
1
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
認
知
症
予
防
と
交
流
の
た
め
、

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

○
次
回
の
開
催
予
定
日

　
令
和
２
年
　
８
月
25
日
㈫

※
毎
月
の
第
４
火
曜
日
に
開
催

予
定（
日
程
変
更
有
）

○
開
催
時
間

　
午
後
１
時
半
〜
３
時

下
伊
那
南
部
建
設

事
務
所
と
の

行
政
交
流
会

○
開
催
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
階
　
機
能
訓
練
室

　（
天
龍
村
役
場
横
）

○
参
加
費
　
　
　
1
0
0
円

○
希
望
者
は
送
迎
可

　（
事
前
に
ご
相
談
下
さ
い
）

　
認
知
症
の
予
防
を
し
た
い
方
、

介
護
の
相
談
を
し
た
い
方
、誰

で
も
大
歓
迎
で
す
。
申
し
込
み

な
し
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
お
い
し
い
お
茶
と
お
菓
子
を

準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
開
催
す
る
曜
日
と
会
場
が
昨
年
度

か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し

い
内
容
は
、住
民
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
32
―
１
０
２

１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

オレンジカフェでの作品

認
知
症
予
防

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

計

22億5,727万円

22億8,802万円

22億9,891万円

1億5,189万円

6,690万円

4,984万円

補正額

1億4,327万円

3,075万円

1,089万円

2万円

257万円

153万円

会    計    名

一　　 般（第１号）　　

一　　 般（第２号）専決

一　　 般（第３号）　　

国民健康保険（第１号）

村　営　水　道（第１号）

村営下水道事業（第１号）

補正前の額

21億1,400万円

22億5,727万円

22億8,802万円

1億5,187万円

6,433万円

4,831万円

利息分※

①福祉に関
する事業

②子育て支
援、学校
教育に関
する事業

③自然環境、
農林業の
振興に関
する事業

④観光に関
する事業

⑤文化･生涯
学 習 ･ ス
ポーツに関
する事業

⑥その他に
関する事
業

使途コース別の寄付金額

寄附金
総　額

基
　
　
　
金

前年度末基金総額⒜

再　　掲 活 用 さ せ て い た だ い た 寄 附 金

令和元年度
寄　附　金

20,722,000 3,845,000 4,167,000 5,238,000 959,000 655,000 5,858,000

26,920,000 11,249 3,068,001 7,234,000 5,990,000 1,616,500 718,500 8,281,750

20,722,000 3,845,000 4,167,000 5,238,000 959,000 655,000 5,858,000

1,000 1,000

4,880,000 2,670,000 1,210,000 1,000,000

42,763,000 12,249 4,243,001 10,191,000 11,228,000 2,575,500 1,373,500 13,139,750

4,880,000

寄附金積立金⒝

運用利子積立金⒞

活用させて頂いた金額
（取り崩し金額）⒟　　
差し引き残額　
⒜＋⒝＋⒞－⒟

※一般財源による加算分も含みます。

　令和元年度の寄附金総額は2,072万2千円、寄附者総数1,307名でした。使途運用状況は下記のとおりです。
　寄附者の方々のご厚意にお応えできるよう基金に積み立て保管しています。基金から得た利息につきま
しても積み立てをし、年度末基金総額は4,276万3千円となっています。
　本年度は、小・中学生への入学祝金事業、小中学校給食費の補助事業、インフルエンザ予防接種補助事業、ICTタブレッ
ト使用料、ハンガープロジェクト消耗品、奨学金基金（龍蛇山澤基金）にみなさんからいただいたふるさと寄附金488万円
を財源として活用させていただきました。

令和元年度 「ふるさと寄附金」運用状況

令和２年３月31日現在

（単位：円）



　
例
年
お
盆
期
間
中「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
相
談
会
」を

開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、今
年
度
は【
３
密
】を
避
け
る

た
め
、完
全
予
約
制
で
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
お
盆
期
間
中
を
含
む
）

〇
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
・
補
助
金
等
に
つ
い
て
の
説
明

・
お
持
ち
の
物
件
を
利
活
用
し
た
い
、将
来
的
に
は
希
望

者
に
貸
し
た
い（
売
り
た
い
）な
ど
の
ご
意
向
を
お
伝
え

い
た
だ
く
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

・
制
度
の
説
明
な
ど
、担
当
者
の
話
を
聞
く
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

〇
天
龍
村
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
、移
住
等
の
相
談

・
帰
っ
て
来
た
い
が
家
や
仕
事
は
あ
る
の
か
？
補
助
金
等
の
制

度
は
あ
る
の
か
？
担
当
者
が
詳
し
く
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
少
し
で

も
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、天
龍
村
役
場

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係
ま
で
、お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
司
法
書
士
に
よ
る「
空
き
家
問
題
一
一
〇
番
」〜
ど

う
す
る
？
こ
の
空
き
家
〜
』が
実
施
さ
れ
ま
す
。Ｕ
タ
ー
ン

相
談
・
空
き
家
バ
ン
ク
相
談
と
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〇
日
時
　
令
和
２
年
８
月
10
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〇
専
用
電
話
番
号
　
0
1
2
0
-4
4
8
-7
8
8

　（
当
日
の
み
の
専
用（
臨
時
）の
番
号
で
す
）

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

（13）広 報　天　　龍 2020年７月22日 広報　天　　龍（12）2020年７月22日

Ｕ
タ
ー
ン
相
談・空
き
家
バ
ン
ク
登
録
相
談
を
承
り
ま
す
！

司
法
書
士
に
よ
る
空
き
家
問
題
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

日

　
　
　
　
　時

相
談
で
き
る
内
容

、

保育所･小学校･中学校･公民館と合同により行います
※新型コロナウイルス感染症の影響により、規模縮小又は、中止とすることもあります。

9月12日土（雨天 9月13日日）
天龍小学校グラウンド

と　き

ところ

第18回

天龍村大運動会開催

　
今
年
２
月
の
買
物
弱
者
対
策

に
関
す
る
拠
点
施
設
設
立
準
備

委
員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、

６
月
か
ら
ご
用
聞
き
事
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
ご
用
聞
き
事
業
を
利
用
す
れ

ば
、
自
宅
に
い
な
が
ら
村
内
商

店
が
取
り
扱
う
商
品
を
注
文
で

き
、
自
宅
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
い
利
用
方
法

は
、
５
月
に
お
配
り
し
た
商
品

カ
タ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
多
く
の
方
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

０
８
０
‐
７
８
２
５
‐
３
８
３
７私たちが配達します

　
６
月
12
日
㈮
、
文
化
セ
ン
タ

ー
な
ん
で
も
館
で
、
令
和
２
年

度
第
１
回
天
龍
村
総
合
教
育
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
小
中
学
校
や
村
の
今
ま

で
の
対
応
と
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
小
中
両
校
長

か
ら
、
感
染
症
対
策
の
中
で
の

授
業
や
児
童
・
生
徒
の
様
子
な

ど
の
状
況
説
明
が
あ
り
、
村
長

か
ら
は
対
策
に
奮
闘
す
る
先
生

方
へ
の
お
礼
と
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
か
ら
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
て

遠
隔
学
習
の
で
き
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業
」
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
総
合
教
育
会
議
は
、
村

長
部
局
と
教
育
委
員
会
が
十
分

な
意
思
疎
通
を
図
り
、
よ
り
一

層
民
意
を
反
映
し
た
教
育
行
政

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
合
教
育
会
議

ご
用
聞
き
事
業
が

　始
ま
り
ま
し
た
！

受
け
ま
し
た
か
？

浄
化
槽
の
法
定
検
査

　
浄
化
槽
法
で
は
、
清
ら
か
な

水
や
豊
富
な
地
下
水
な
ど
の
自

然
環
境
を
守
る
た
め
、
保
守
点

検
や
清
掃
の
他
、
法
定
検
査
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

県
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機
関

が
毎
年
１
回
第
三
者
の
目
で
チ

ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
検
査
結
果
を

県
へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

▼
検
査
項
目

①
浄
化
槽
設
備
が
正
常
に
作
動

し
て
い
る
か
（
外
観
検
査
）

②
放
流
水
が
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
（
水
質
検
査
）

③
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
（
書
類
検

査
）

▼
法
定
検
査
の
結
果
に
問
題
が

あ
っ
た
ら
？

　
放
置
す
る
と
県
か
ら
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保

守
点
検
業
者
や
清
掃
業
者
に
、

直
ち
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
　
長
野
県
浄

化
槽
協
会
南
信
支
所

☎
０
２
６
５
（
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）
５
７
４
０



　
例
年
お
盆
期
間
中「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
相
談
会
」を

開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、今
年
度
は【
３
密
】を
避
け
る

た
め
、完
全
予
約
制
で
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
お
盆
期
間
中
を
含
む
）

〇
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
・
補
助
金
等
に
つ
い
て
の
説
明

・
お
持
ち
の
物
件
を
利
活
用
し
た
い
、将
来
的
に
は
希
望

者
に
貸
し
た
い（
売
り
た
い
）な
ど
の
ご
意
向
を
お
伝
え

い
た
だ
く
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

・
制
度
の
説
明
な
ど
、担
当
者
の
話
を
聞
く
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

〇
天
龍
村
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
、移
住
等
の
相
談

・
帰
っ
て
来
た
い
が
家
や
仕
事
は
あ
る
の
か
？
補
助
金
等
の
制

度
は
あ
る
の
か
？
担
当
者
が
詳
し
く
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
少
し
で

も
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、天
龍
村
役
場

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係
ま
で
、お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
司
法
書
士
に
よ
る「
空
き
家
問
題
一
一
〇
番
」〜
ど

う
す
る
？
こ
の
空
き
家
〜
』が
実
施
さ
れ
ま
す
。Ｕ
タ
ー
ン

相
談
・
空
き
家
バ
ン
ク
相
談
と
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〇
日
時
　
令
和
２
年
８
月
10
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〇
専
用
電
話
番
号
　
0
1
2
0
-4
4
8
-7
8
8

　（
当
日
の
み
の
専
用（
臨
時
）の
番
号
で
す
）

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
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Ｕ
タ
ー
ン
相
談・空
き
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バ
ン
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登
録
相
談
を
承
り
ま
す
！

司
法
書
士
に
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る
空
き
家
問
題
に
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す
る
無
料
電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

日

　
　
　
　
　時

相
談
で
き
る
内
容

、

保育所･小学校･中学校･公民館と合同により行います
※新型コロナウイルス感染症の影響により、規模縮小又は、中止とすることもあります。

9月12日土（雨天 9月13日日）
天龍小学校グラウンド

と　き

ところ

第18回

9 12
天龍村大運動会開催

　
今
年
２
月
の
買
物
弱
者
対
策

に
関
す
る
拠
点
施
設
設
立
準
備

委
員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、

６
月
か
ら
ご
用
聞
き
事
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
ご
用
聞
き
事
業
を
利
用
す
れ

ば
、
自
宅
に
い
な
が
ら
村
内
商

店
が
取
り
扱
う
商
品
を
注
文
で

き
、
自
宅
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
い
利
用
方
法

は
、
５
月
に
お
配
り
し
た
商
品

カ
タ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
多
く
の
方
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

０
８
０
‐
７
８
２
５
‐
３
８
３
７私たちが配達します

　
６
月
12
日
㈮
、
文
化
セ
ン
タ

ー
な
ん
で
も
館
で
、
令
和
２
年

度
第
１
回
天
龍
村
総
合
教
育
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
小
中
学
校
や
村
の
今
ま

で
の
対
応
と
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
小
中
両
校
長

か
ら
、
感
染
症
対
策
の
中
で
の

授
業
や
児
童
・
生
徒
の
様
子
な

ど
の
状
況
説
明
が
あ
り
、
村
長

か
ら
は
対
策
に
奮
闘
す
る
先
生

方
へ
の
お
礼
と
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
か
ら
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
て

遠
隔
学
習
の
で
き
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業
」
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
総
合
教
育
会
議
は
、
村

長
部
局
と
教
育
委
員
会
が
十
分

な
意
思
疎
通
を
図
り
、
よ
り
一

層
民
意
を
反
映
し
た
教
育
行
政

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
合
教
育
会
議

ご
用
聞
き
事
業
が

　始
ま
り
ま
し
た
！

受
け
ま
し
た
か
？

浄
化
槽
の
法
定
検
査

　
浄
化
槽
法
で
は
、
清
ら
か
な

水
や
豊
富
な
地
下
水
な
ど
の
自

然
環
境
を
守
る
た
め
、
保
守
点

検
や
清
掃
の
他
、
法
定
検
査
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

県
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機
関

が
毎
年
１
回
第
三
者
の
目
で
チ

ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
検
査
結
果
を

県
へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

▼
検
査
項
目

①
浄
化
槽
設
備
が
正
常
に
作
動

し
て
い
る
か
（
外
観
検
査
）

②
放
流
水
が
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
（
水
質
検
査
）

③
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
（
書
類
検

査
）

▼
法
定
検
査
の
結
果
に
問
題
が

あ
っ
た
ら
？

　
放
置
す
る
と
県
か
ら
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保

守
点
検
業
者
や
清
掃
業
者
に
、

直
ち
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
　
長
野
県
浄

化
槽
協
会
南
信
支
所
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～ 11月10日㈫に任期満了をむかえる天龍村長選挙は、10月20日㈫告示、10月25日㈰に投開票で執行されます ～

広 報　天　　龍（14）2020年７月22日

広 報
天 龍 村 役 場
総 務 課
斎 藤 印 刷 所

発行
編集
印刷

私たちの村
－７月１日現在－
人口 1,226 人

男 578 人 女 648 人
世帯数 685 世帯

2020年7月22日

第 197 号

　
５
月
26
日
㈫
に
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
規

模
を
縮
小
し
た
中
、
天
龍
小
学
校
児
童
、
下
伊
那
南
部
建
設
事
務

所
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
①
羽
衣
崎
〜
平
岡
ダ
ム
、②
国
道

4
1
8
号
清
水
橋
〜
小
学
校
、③
役
場
〜
小
学
校
の
３
区
間
で
、

道
路
周
辺
の
美
化
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
小
学
生
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
休
校
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
当
日
は
熱
心
に
活
動
し
、
集
ま
っ
た
ご
み
約
30
㎏
を
回
収
す

る
こ
と
が
で
き
、
沿
道
が
と
て
も
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

　
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
は
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
21
年

目
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
み
の
な
い
天
龍
村
の
道
が
い
つ
ま
で
も

保
た
れ
る
よ
う
に
、
改
め
て
一
人
一
人
が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

５
月
29
日
㈮
、
天
龍
み
ど
り

の
少
年
団
の
５
年
生
３
人
が
田

植
え
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
多
く
の
農
業
委
員
の

み
な
さ
ん
に
も
参
加
・
指
導
い

た
だ
き
、
無
事
に
田
植
え
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
農
業
の
プ
ロ
に
水
田

管
理
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
美
味
し
い
お
米
を
育

て
ま
す
。

今
回
植
え
た
「
風
さ
や
か
」

と
「
も
り
も
り
も
ち
」
は
、
12

月
の
お
や
す
・
し
め
な
わ
・
も

ち
つ
き
大
会
で
美
味
し
く
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

天龍村をキレイに! 拾ったゴミを分別

ご協力ありがとうございました 草むらの奥に発見

み
ん
な
で
き
れ
い
に
！
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦

みなさんのご協力により天龍村
全体で87,535円が集まりました。
この募金は地域の緑化やみどり

の少年団活動への補助、森林づく
りに還元されます。
（募金は６月22日付けで、飯伊地区緑の募
金委員会に送金しました。）

緑の募金にご協力
ありがとうございました

天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
が
田
植
え
を
し
ま
し
た
!!

天龍中学校生徒の活動「ハンガープロジェクト」が、令和元年度の全日本学校関係緑化
コンクール学校林等活動の部で最高となる農林水産大臣賞を受賞し、６月18日㈭に南信州
地域振興局の丹羽局長より伝達されました。

このコンクールは国土緑化推進機構が主催し、緑化教育、林業体験などで教育効果を上げた学校活動
が表彰され、「ハンガープロジェクト」は地域での活動の広がりなどが評価されての受賞となりました。
今回の受賞を機に、地域への感謝を胸に今後とも活動に取り組みますので、引き続き村民のみなさん
のご支援をお願いします。

「農林水産大臣賞」受賞

天龍
中学校

南信州地域振興局長より伝達されました

生徒一丸となって頑張ろう！みんなで記念撮影

　５月14日㈭に天龍村社会福祉協議会様より手作りマスク、５月22日㈮に興亜エレクトロニクス株式会社
様よりマスク、また６月17日㈬にはみなみ信州農業協同組合様より、手指消毒用アルコールとペーパータ
オル、生花（胡蝶蘭）をいただきました。
　この度ご提供いただきました対策用品は、当村の学校運営の感染症対策用品として大切に活用し、子ど
もの学びの確保に努めさせていただきます。ありがとうございました。

▲JA様からの物資をプールで披露（小学校）

▲興亜様からの物資を児童へ

▲興亜エレクトロニクス株式会社様ありがとうございます

◀JAみなみ信州様より中学校へ

小中学校へ各所より支援物資寄贈


